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Accelerate
FOOMA

食糧危機、食品ロス、健康等、食領域のさま
ざまな社会課題をイノベーションによって
解決する「フードテック」。出展ゾーンと特別
セミナーで新しい潮流が提案された。

2022年にスタートしたプロジェクト。
前回聴講者のアンケート結果を踏まえ
「目指すべき食品製造ラインは何か」を
起点に自動化要望の強い作業例を具体
的に挙げ、研究者と食品機械メーカーが
課題解決について討論した。

出展社を対象とし、優秀な食品機械・装置
を顕彰するFOOMAアワード2023。2年目
の今回は、応募製品が41製品と増加し、
最優秀賞、FOOMAアワード特別賞、優秀
賞、審査委員会賞を選出。受賞した実機は、
各社出展ブースで展示された。

フードテック

スタートアップゾーン ピッチプレゼン タイムスケジュール

スタートアップゾーン出展社

2022年に新設したスタートアップゾーン。
2年目の今回はスケールアップさせ29社が
出展しオープンイノベーションを加速。イノ
ベーティブなアイデアやテクノロジーで
ビジネスを展開する各社の最新鋭の取り
組みが披露された。

スタートアップゾーン 第2回
FOOMAアワード2023

来場者のクイックパスに印刷された二次元
コードを専用のスマートフォンアプリで読み
取ることで情報を交換できるサービス。
出展社は顧客の創出、来場者は交換した
出展社情報を活用しビジネスマッチングに
繋げられるなど双方にメリットをもたらした。

FOOMAコレクト

FOOMA JAPAN 2023では、食品機械
メーカーと機械ユーザーが簡単にマッチング
できる「FOOD TOWN」を新たに導入。
食品製造自動化相談サービスを通し、食品
工場が抱える自動化の困りごと、悩みごと
など課題解決を加速させた。

食品製造自動化相談サービス
FOOD TOWN

参加者が交流できる食の広場として、江東
区・東京諸島とコラボレーションした
「FOOMA東京バル」を会期中開催。東京
ビッグサイトの地元江東区の話題のグルメ
や東京諸島11島の名産品ポップアップスト
アが楽しめ盛況を呈した。

－交流広場－
FOOMA東京バル

FOOMA JAPAN 2022でリリースされた
FOOMAアプリを2023版ではさらに
パワーアップ。出展社お気に入り登録を
すると、リストアップした出展社だけを表示
できる「FOOMAP」によって出展社と来場
者の繋がりを推進した。

FOOMAアプリ

360°カメラで撮影した展示会ブースの画像
を遠隔地のPCやスマホを使い自由に訪問
できる360°バーチャルツアーを今回も
実施。静止画、動画の両方で製品紹介が
できるなど、出展社は自社ブースへの集客や
問い合わせ数を伸ばした。

展示会ブース
360°バーチャルツアー

来場者参加型企画 
食品製造ライン自動化
推進プロジェクト

46回目の開催となった今回は、“Accelerate FOOMA”をテーマに掲げ、食品産業界の課題を解決するソリューション領域をさらに
強化。展示会のDX化に取り組み、ITを駆使したプログラムを来場者に提供し、出展社とのビジネスマッチングを加速させる展示会と
なった。

Accelerate FOOMAとしての取り組み1
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スタートアップゾーン ピッチプレゼン タイムスケジュールスタートアップゾーン ピッチプレゼン タイムスケジュール

スタートアップゾーン出展社スタートアップゾーン出展社
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【セッション １】
食に起因する社会課題解決に向けて～食×宇宙を
起点とした地上の課題解決に向けた取り組み

一般社団法人 SPACE FOODSPHERE 代表理事
リアルテックホールディングス（株） グロースマネージャー

一般社団法人 SPACE FOODSPHERE 理事
JAXA新事業促進部 J-SPARCプロデューサー

（株）エムエスディ 取締役
（株）ラーニング・イニシアティブ 取締役
YOMIURI BRAND STUDIO R&D ディレクター

田中 宏隆氏

【基調講演】

浅野 高光氏

菊池 優太氏

小正 瑞季氏

ARK
IoT mobile
ICS-net
ASTRA FOOD PLAN
Anamorphosis Networks
NPC
MMP
カンブライト
ギリア
Quiny

Closer
JTG
Jバイオフードリサイクル
鈴与ソリューションズ
スパイスキューブ
スマートハンドレッド
スマショク
Tokyo Dynamics
ハピクロ
FingerVision

フツパー
フレンドマイクローブ
ボールウェーブ
Lightblue Technology
Regnio
LOZI
ロスゼロ
ロボカル
Robots Town

10:30~10:50

11:10~11:30

11:50~12:10

13:00~13:20

13:40~14:00

14:20~14:40

10:30~10:50

11:10~11:30

11:50~12:10

13:00~13:20

13:40~14:00

14:20~14:40

10:30~10:50

11:10~11:30

11:50~12:10

13:00~13:20

13:40~14:00

14:20~14:40

10:30~10:50

11:10~11:30

11:50~12:10

13:00~13:20

13:40~14:00

14:20~14:40

15:00~15:20

6/6（火）

6/7（水）

6/8（木）

6/9（金）

ARK

スマートハンドレッド

Lightblue Technology

Robots Town

ギリア

ICS-net

Jバイオフードリサイクル

Regnio

ロスゼロ

スパイスキューブ

FingerVision

ASTRA FOOD PLAN

LOZI

Closer

鈴与ソリューションズ

ロボカル

ボールウェーブ

フツパー

カンブライト

スマショク

MMP

ハピクロ

IoT mobile

フレンドマイクローブ

Quiny

海を休ませるため、陸上に小さな海をつくる

スマート解凍で冷凍品をワンランクアップ ！ 

AI導入による食品工場・店舗DXの可能性

元生産技術職が製造現場で見た自動化が進まない理由

最新の食品加工業界のAI事情

食品開発のスピードを上げるWebサービス活用方法

食品リサイクル＆バイオガス発電によるSDGs貢献

AI生産管理サービス RegnioFactory

もったいないは活かす時代へ～ロスに新たな価値を～

世界中どこでも農業を実現する

待望 ！ 日替り弁当・惣菜の盛付ロボットが実稼働へ

『過熱蒸煎機』で、“かくれフードロス”の削減

フードバリューチェーンを繋ぐスマートバーコード

筑波大AIロボベンチャー、食品工場労働力補完の挑戦

食品製造ERP・生産管理システム導入による業務革新

生産技術がいなくても失敗しない自動化

Sylphによる食品のにおい成分測定

はやい・やすい・巧い外観検査AI『メキキバイト』

ツクルデSaaSで実現する食品製造現場の働き方改革

2,500社以上が導入、「食品表示・規格書」のDX

孫の孫まで住める地球に ！ 100万ｔ削減プラント ！ 

製造・衛生管理の当たり前をDX推進で変える！

月々350円の温度管理システム『温度っち』とは？

油性廃棄物の削減技術～自動化、低コスト、環境改善～

個人の好みに合ったビールサービングマイスターロボ

（株）シグマクシス 常務執行役員
一般社団法人 SPACE FOODSPHERE 理事
SKS JAPAN主催者モデレーター

田中 宏隆氏

（株）シグマクシス 常務執行役員
一般社団法人 
SPACE FOODSPHERE 理事
SKS JAPAN主催者

パネリスト

【セッション 2】
食とWellbeing
～食の多様な価値と事業機会を考える

（株）シグマクシス プリンシパル
東京大学大学院 非常勤講師

カフェ・カンパニー（株） 代表取締役社長
ZEROCO（株） 代表取締役社長

ONODERA GROUP
（株）LEOC  執行役員

岡田 亜希子氏

杉浦 仁志氏

楠本 修二郎氏

住 朋享氏

（株）シグマクシス 
Research／Insight Specialistモデレーター

パネリスト

270名聴講者数

「フードテック」のオピニオンリーダーである田中宏隆氏による基調講演では「食を通じた事業共創
プラットフォーム」としてフードテックに大手食品企業や商社が参入する最新動向を紹介。セッション
1では、宇宙という極限環境において「食×宇宙」を起点とした地球の社会課題解決への取り組みを
紹介。セッション2では「食の原点＝心と体の健康」を軸に、エコロジー×エコノミー×食産業のブラン
ディングの視点を受講者と共有。目指すべき食の価値創造について討論した。

会場 ： 会議棟1階 レセプションホールA
日時 ： 6月8日（木） 13:30～16：30

会場 ： 東7ホール

フードテックセッション 
「加速する食の進化～フードテック先端トレンド」

“新たな食のカタチを共に創ろう”をテーマとして2年目を迎えたスタートアップ
ゾーンは、出展社が29社にスケールアップ。最新鋭のアイデア、先端研究、SDGs
やフードテックなど食のトレンドとの出会いが、オープンイノベーションを加速した。

スタートアップゾーン

※パネリストの都合により
　当日欠席となりました。



（株）キーエンス

食品機械産業の優れた技術研究・開発成果を顕彰する、第2回
FOOMAアワードは、出展社からのエントリー数も大幅に増
加し、ガレリアに最優秀賞ノミネート製品を紹介する展示コー
ナーを開設。会期初日には応募41製品の中から最優秀賞他各
賞を決定。受賞製品は、会期中に受賞社のブースで展示され、
高い関心を呼ぶとともに多くの来場者で賑わった。
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会場 ： 第２回FOOMAアワード2023コーナー（東2ホール前 ガレリア）
審査・発表 ： 最終審査 6月6日（火）／表彰式 6月6日（火） 

第2回FOOMAアワード2023

包装フィルム用UVレーザ
プリンタ（FP-1000シリーズ）

コネクテッドロボティクス（株）
惣菜盛付ロボット 
「Delibot™」

（株）品川工業所
オートナビ真空冷却装置
（FCG/FCD-100AN）

中井機械工業（株）
自動投入機付き ホットミックス
（THM-100 ヘッド昇降タイプ 
ホイップセンサー付）

（株）平野製作所
オートパインカッター
（PT-AUTO）

（株）サタケ
ベルトゥーザスペクトラ（CSX600BW）

鈴茂器工（株）
飯盛り容器供給ライン（飯供給機（ESM-RSB）と
容器供給機（ESM-CSC）のライン）

最優秀賞 FOOMAアワード特別賞

審査委員会賞

優秀賞

（株）イシダ

四国化工機（株）

（株）七洋製作所

ツカサ工業（株）

（株）日本キャリア工業

ハイテック（株）

ビュルケルトジャパン（株）

兵神装備（株）

（株）ヤナギヤ

山本ビニター（株）

ワタナベフーマック(株)

製品名：製封函一体型オートケーサー
型　式：ACP-722

製品名：小型ペットボトル用成形充填機
型　式：SBシリーズ機

製品名：ロングスルーオーブン
型　式：LIMOUSINE

製品名：ディバイダースケール・ハイブリッド/CEモデル
型　式：DSC-DP-25/50-200-CE

製品名：ミンスパッカーライン
型　式：FMG-307P/157P・MI-001・
　　　 VC-301A・TC-093・MP-117

製品名：ソーセージ自動竿掛け装置

製品名：サニタリー流量計
型　式：Type8098 FLOWave

製品名：モーノポンプ ハイジェニックシリーズ
型　式：NHLA

製品名：スチームオーブン
型　式：EQYBシリーズ

製品名：テンパトロンV
型　式：TEMPERTRON-V

製品名：チルドダイサー
型　式：WHS-CD160



川村 貞夫氏

立命館大学 グローバル・イノベーション研究機構 
特別招聘研究教授モデレーター

平井 慎一氏
立命館大学 理工学部 ロボティクス学科  教授

パネリスト
竹田 史章氏

近畿大学 工学部 電子情報工学科 
電子知能システム研究室 教授

食品製造ライン自動化推進プロジェクトチーム

241名聴講者数 953名アーカイブセミナー 聴講登録者数
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安部 武男 氏　株式会社冨士製作所
川上 晃司 氏　株式会社サタケ
川瀬 輝雄 氏　株式会社マスダックマシナリー
佐藤 郁也 氏　ワタナベフーマック株式会社
杉舩 大亮 氏　株式会社イズミフードマシナリ

3ヶ年計画でゴールを目指し「近未来の食品製造ラインを提供する」食品製造ライン自動化推進プロジェクト。2年目を迎えた今回は、昨年のセミナー
「自動化における問題の整理と製造現場の課題」の受講者アンケート結果から、自動化要望の強かった【原料投入・搬送】 【検品・選別】 【複数の機械
装置の連結】、および【自動化システムの設計】について、モデレーターの川村貞夫立命館大学教授と研究者、食品機械メーカーらが現場の課題を整理
しながら討論を展開。質疑応答コーナーでは食品製造現場を担う食品メーカー担当者からの質問が相次ぎ、熱気を帯びたセミナーとなった。

リアルタイム情報交換サービス「FOOMAコレクト」は今回全出展社
に無料提供し、大きな成果を収めた。来場者の事前登録情報が入手
できるだけでなく、来場者には出展社スタッフの名刺情報が届けら
れ、ビジネスチャンスも拡大。製品カタログも来場者にデータで送れ
るため商談の機運を高めるなど実用性の高さが好評だった。

会場 ： 会議棟6階 605・606セミナー会場
日時 ： 6月7日（水） 10:30～12：00

来場者参加型企画 食品製造ライン自動化推進プロジェクト

FOOMAコレクト
食品製造自動化相談サービス「FOOD TOWN」は今回初めて
導入した、食品業界に特化したプラットフォーム。食品機械メー
カーと機械ユーザーをマッチングさせる過程で、自動化のプロが
食品工場が抱える困りごと、悩みごとをヒアリングし、課題解決
可能な出展社の製品・装置の紹介・導入までをサポート。出展社
の出展効果をさらに高めることに寄与した。

食品製造自動化相談サービス FOOD TOWN

前回初導入したFOOMAアプリは
2023年版では機能を強化し、来
場者の利便性を大きく向上させ
た。アプリから出展社・製品情報
ページ機能にスムーズにアクセス
でき、製品動画も視聴が可能に。
事前にお気に入り出展社を選ぶと
「FOOMAP」に表示され、アプリ
利用者からは計画的にブースを
回れて便利という声も。出展社と
来場者のコンタクトポイントも増や
し、ビジネスマッチングを加速させ
ることに貢献した。

FOOMAアプリ
会期の初日に公式WEBサイトで公開し、来場への動機付けにも
貢献した展示会ブース360°バーチャルツアー。360°カメラで
撮影した展示会ブースの映像を、遠隔地の視聴者が事前に自由
訪問することで、自社ブースへの集客・誘引が可能になり製品問い
合わせ数も増加させた。視聴者は会期後も製品動画の確認、カタ
ログ請求ができ、ビジネスマッチングを継続サポートした。

展示会ブース 360°バーチャルツアー



午前10時～午後5時

2023年6月6日（火）～9日（金）  4日間

東京ビッグサイト 東1～8ホール

Accelerate FOOMA

出展社数969社／出展面積35,448㎡

106,104人

FOOMA JAPAN 2023

一般社団法人 日本食品機械工業会

経済産業省／農林水産省／厚生労働省／東京都／日本貿易振興機構（順不同）

食品機械・装置および関連機器に関する技術ならびに情報の交流と普及をはかり、併せて食品産業の一層の発展に
寄与することとし、「食の安全・安心」に関心が高まる中、食品機械の最先端テクノロジー、製品、サービスを通して、
「食の技術が拓く、ゆたかな未来」を提案する。

（50音順／2023.4.1 現在）

会  期

目  的

名  称

開場時間

会  場

テ ー マ

主  催

後  援

協  賛

展示規模

来場者数

セミナー・
シンポジウム・
併催行事

大 東   眞 二　 兵神装備（株）

井 上   敦 司　 第一工業（株）

小笠原　昭典    （株）品川工業所

金 沢　    弘     レオン自動機（株）

上 村   信 作　 ツカサ工業（株）

長 沼   秀 一    （株）長沼製作所

濱 岡   伸 治    （株）サタケ

南       常 之 　（株）なんつね

渡 邊   将 博   ワタナベフーマック（株）

FOOMA JAPAN 2023 展示会実行委員会

委　員

委員長

副委員長

林　    純 一 　関東混合機工業（株）

前 田   知 子   （株）前川製作所

一般財団法人食品産業センター
製粉協会
全国乾麺協同組合連合会
全国凍豆腐工業協同組合連合会
全国醸造機器工業組合
全国醤油工業協同組合連合会
全国食鳥肉販売業生活衛生同業組合連合会
全国食肉事業協同組合連合会
全国製麺協同組合連合会
一般社団法人全国清涼飲料連合会
全国味噌工業協同組合連合会
全国麦茶工業協同組合
全日本菓子協会
全日本菓子工業協同組合連合会
一般社団法人全日本コーヒー協会
全日本パン協同組合連合会
一般社団法人中部包装食品機械工業会
東京糧食機工業協同組合
一般社団法人日本アイスクリーム協会

一般社団法人日本果汁協会
一般社団法人日本かまぼこ協会
公益社団法人日本缶詰びん詰レトルト食品協会
一般社団法人日本機械工業連合会
公益社団法人日本給食サービス協会
一般社団法人日本産業機械工業会
一般社団法人日本自動販売システム機械工業会
日本醤油協会
一般社団法人日本食鳥協会
一般社団法人日本食肉加工協会
公益社団法人日本食肉協議会
公益財団法人日本食肉消費総合センター
公益財団法人日本食肉流通センター
公益社団法人日本食品衛生協会
一般社団法人日本植物蛋白食品協会
日本水産機械工業協同組合
協同組合日本製パン製菓機械工業会
一般社団法人日本精米工業会
一般社団法人日本惣菜協会

● スタートアップゾーン
● 第2回FOOMAアワード2023
● フードテックセッション
　「加速する食の進化～フードテック先端トレンド」
● 出展社プレゼンテーションセミナー
● 来場者参加型企画
　食品製造ライン自動化推進プロジェクト
● GFSI／EHEDGセミナー

● 海外市場セミナー
● FOOMAビジネスフォーラム
● 日本食品工学会フォーラム2023
● 農業施設学会シンポジウム
● 美味技術学会シンポジウム
● 農業食料工学会シンポジウム
　フードテクノロジー（フーテック）フォーラム
● アカデミックプラザ2023

● 経営支援・輸出相談コーナー
● 機関誌「ふーま」連載企画 
　テーブルトーク公開取材
● 安全衛生設計コーナー
● ー交流広場ー
   FOOMA東京バル

一般社団法人日本即席食品工業協会
一般社団法人日本厨房工業会
一般社団法人日本豆腐機器連合会
一般社団法人日本乳業協会
一般社団法人日本農業機械工業会
日本ハム・ソーセージ工業協同組合
一般社団法人日本パン工業会
一般社団法人日本フードサービス協会
一般社団法人日本粉体工業技術協会
一般社団法人日本包装機械工業会
公益社団法人日本包装技術協会
一般社団法人日本洋菓子協会連合会
一般社団法人日本冷凍空調工業会
一般社団法人日本冷凍食品協会　

（50音順）
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実施概要2



2023

包装・充填
21.4%

食品製造・
加工
38.3%

分　　野 2023年

（単位:％） 

食品製造 ・ 加工 2022年食品製造・加工

包装・充填

設備機器・技術・部品

衛生対策・管理

原料処理

鮮度管理・品質保持

保管・搬送・移動

計測・分析・検査

ロボット・IT・IoT・フードテック

エンジニアリング

環境対策・省エネ・リサイクル

スタートアップゾーン

情報サービス・団体

コンサルタント・特許

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計

38.3

21.4

6.0

5.5

5.2

4.8

4.6

4.6

4.1

2.8

2.0

0.3

0.3

0.1

100.0

2022年

39.2

21.5

5.7

5.8

5.0

4.5

5.2

4.5

3.7

2.8

1.6

0.3

0.2

-

100.0

42.5

20.2

4.8

6.4

5.3

2.6

5.6

4.3

-

5.9

1.9

-

0.5

-

100.0

2021年

菓子・パン

惣菜・調理食品

食肉・水産物

農産物

飲料・乳製品

その他食品

麺類

発酵・醸造

豆腐

　　　　　合計

12.0

10.0

9.2

4.3

1.6

0.3

1.1

0.5

0.2

39.2

13.2

9.3

10.0

4.4

3.4

0.2

1.7

0.1

0.2

42.5

2021年2023年

11.5

9.0

9.0

3.7

2.4

1.4

0.8

0.4

0.1

38.3

菓子・パン
11.5%

惣菜・
調理食品
9.0%

麺類 0.8%
発酵・醸造 0.4%

その他食品 1.4%

食肉・
水産物
9.0%

豆腐 0.1%

飲料・乳製品 2.4%

農産物 3.7%

保管・搬送・移動 4.6%

計測・分析・検査 4.6%

情報サービス・団体 0.3%
スタートアップゾーン 0.3%

コンサルタント・特許 0.1%

ロボット・IT・IoT・フードテック 4.1%

環境対策・省エネ・リサイクル 2.0%

設備機器・技術・部品 6.0%

エンジニアリング 2.8%

鮮度管理・品質保持 4.8%

原料処理 5.2%

衛生対策・管理 5.5%

出展社数

 出展面積（㎡）

874

34,626

661

25,035 新規 105社 /1,841.5㎡

年  度  2023  2022 2021

969

35,448

（単位:％） 

展示規模

出展分野別割合
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展示規模と出展分野3

東京ビッグサイト東展示棟1～8ホールを使用し開催した。
出展社数は969社、出展面積は35,448㎡で、過去最大の展示規模となった。



0 5000 10000 15000 20000 25000 30000 35000 40000

合計

6/ 6（火）

6/ 7（水）

6/ 8（木）

6/ 9（金）

晴れのち曇り

晴れ

晴れのち曇り

雨のち曇り

前回（2022年）天　候日　付 2023年 来場者数

（来場者数）

動・植物油脂 422（394）

2023

食品製造・
加工業
37.6%

（34.2%）

その他
23.6%
（24.7%）

惣菜・弁当
4,189
（3,560）

菓子・パン
9,222（8,273）

食肉・水産物
6,176（4,713）

飲料・乳製品
3,582
（2,725）

冷凍食品
2,933
（2,056）

農産物 1,626（1,192）

調味料
2,954
（2,221）

その他
5,270
（4,308）

麺類 1,431（1,184）

精米麦・製粉 885（970）

食品製造・
加工業

商社

小売業

官公庁・団体・
教育・研究機関

サービス業

流通業

卸売業

その他

食品関連機械・
装置メーカー

38,690
（31,596）

15,840（14,765）

2,563（3,036）

1,307（1,569）

1,451（1,412）

926（923）

24,312（22,845）

4,117（4,110）

化学・薬品・
化粧品製造
3,541
（3,044）

その他
14,266（13,168）

農業278（342）
学生1,431（1,832）

建設・
エンジニアリング
4,796（4,459）

卸売業 4.0%（4.5%）

サービス業 1.3%（1.7%）
官公庁・団体・教育・研究機関 1.4%（1.5%）

流通業 0.9%（1.0%）

小売業 2.5%（3.3%）

前々回（2021年）

※（　　）内は前回数値

13,720（12,066）

商社
13.3%
（13.1%）

食品関連機械・
装置メーカー
15.4%
（16.0%）

22,787名
内海外（927名）

28,111名
内海外（1,019名）

30,203名
内海外（873名）

25,003名
内海外（359名）

106,104名
内海外（3,178名）

20,781名
内海外（97名）

22,878名
内海外（120名）

24,893名
内海外（107名）

24,165名
内海外（71名）

92,717名
内海外（395名）

4,361名
内海外（2名）

5,844名
内海外（6名）

6,209名
内海外（3名）

6,006名
内海外（8名）

22,420名
内海外（19名）

（単位:名） 

来場者数

業種別来場者数（国内）

来場者分析4

来場者数は4日間で106,104名。新型コロナウイルス感染症拡大前の2019年来場者数100,680名を約5%上回る結果となった。
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国内来場者地域分類

海外来場者数

各国間の新型コロナウイルス感染症に対する水際対策終了と日本食製造
機器への人気の高まりを受けて、海外来場者数は前年に比べ大幅に増加し
４日間で3,178名であった。

海外来場者内訳
国　名

イギリス
イタリア
ドイツ
オランダ
オーストリア
スペイン
スイス
ウクライナ
フランス
デンマーク
スウェーデン
フィンランド
ルーマニア
アルメニア
アルバニア
スロベニア
ブルガリア

ヨーロッパ
前回（‘22年）‘23年来場者数

前回（‘22年）
合 計

‘23年来場者数

国　名 前回（‘22年）

韓国
中国
台湾
タイ
フィリピン
インドネシア
ベトナム
シンガポール
マレーシア
モンゴル
北朝鮮
インド
トルコ
ウズベキスタン
アラブ首長国連邦
イスラエル
ネパール
バングラデシュ
アフガニスタン
ミャンマー
イラン

アジア・中東

ニュージーランド
オーストラリア
パプアニューギニア

オセアニア 43

ブラジル
アルゼンチン
エクアドル
ペルー
チリ

南アメリカ
前回（‘22年）国　名

南アフリカ
ガーナ
コートジボワール
エジプト

アフリカ

‘23年来場者数

東京
34.6%

埼玉 7.6%
神奈川 7.9%

千葉 4.8%
茨城 3.1%

栃木 1.7%
群馬 1.9%

2023 関東
61.6%

東海 8.4%
北陸・甲信越 5.1%

東北 3.6%

中国・四国 4.6%
九州・沖縄 4.5%

北海道 2.0%

近畿 10.2%

関東

近畿

東海

北陸・甲信越

中国・四国

九州・沖縄

東北

北海道

　　　  　合計

前回（‘22年）

64.4

9.9

8.0

4.5

4.1

4.3

3.0

1.8

100.0

‘23年 来場者

（単位:％） 

（単位:％） 

34.6
7.9
7.6
4.8
3.1
1.9
1.7
61.6

36.7
8.4
7.8
5.4
2.9
1.7
1.5
64.4

2023年 2022年

東京
神奈川
埼玉
千葉
茨城
群馬
栃木
　　合計

3,178名 395名

983
755
380
209
139
122
118
95
37
16
14
14
9
7
6
5
5
3
2
2
1

2,922
24
20
17
6
6
5
5
5
5
4
4
1
1
1
1
1
1

107
98
31
15
59
17
28
0
5
2
34
0
3
0
0
0
1
0
8
0
0
0

301

21
19
3

10
0
10
0

35
3
3
4
3
0
1
9
0
2
0
2
7
0
0
0
1
0

3
0
0
1
0
2

2023
食品製造・
加工業
51.4%
（39.2%）

食品関連機械・
装置メーカー
22.7%（23.3%）

商社 
9.3%（15.9%）

その他 6.6%（10.3%）

小売業 1.5%（0.8%）
サービス業 3.1%（4.1%）

卸売業 1.2%（1.0%）

流通業 3.2%（5.1%）

官公庁・団体・教育・研究機関 
1.0%（0.3%）

業種別来場者数（海外）

5 
2
2
0
1

※（　　）内は前回数値

‘23年来場者数

5

6

61.6

10.2

8.4

5.1

4.6

4.5

3.6

2.0

100.0

（単位:名） 

3
1
1
1
0

3
1
1
0

アメリカ
カナダ
メキシコ

北アメリカ 41
31
7
3

95
70
22
3

10FOOMA JAPAN 2023 REPORT



世界第4位の人口を抱えるインドネシアより加工食品産業界のリーダー、Adhi. S. Lukman氏が来日し、インドネシア国内の食品・飲料業界の市場規模や最新動向を紹介した。
2045年には人口が3億1900万人に達すると予測されているインドネシアに注目している日本企業も多く、質疑応答では同国の首都移転、ハラール認証食品の取得、リテール
への今後の政策変更の有無、ビジネスチャンス深耕の在り方など、同氏に対しては現地進出を視野に入れた質問も活発に飛び出し、参加者は熱心に聞き入った。

海外市場セミナー

日時：6月7日（水） 13：00 ～14：45
主催：（一社）日本食品機械工業会

食品メーカーに関心が高い食品衛生をテーマに、二部構成で講演を行った。第一部ではGFSIが定める「食品安全マネジメントシステム（FSMS）」における機械類の「衛生
設計」のマネジメントとEHEDGの関係について、EHEDGのHein Timmerman新会長が解説した。第二部ではEHEDG公認試験機関である(一財)日本食品分析セン
ター微生物部の土屋部長が、認証を受けるために必要な洗浄性評価試験の概要について解説した。

GFSI／EHEDG セミナー

日時：6月7日（水） 13：00 ～16:00
主催：（一社）日本食品機械工業会

テーマ

インドネシアの食品産業と市場の最新動向

食品工学研究の未来は、現在行われている研究によって作られるという主旨を基に企画された今回のフォーラム。食品工学研究者が現在取り組む多種多様な最新研究を発表した。

日本食品工学会フォーラム2023

日時：6月6日（火） 10：00～16：55
主催：（一社）日本食品工学会　
共催：（一社）日本食品機械工業会

テーマ

食品工学研究の現在と未来 
欲知未来果 当観現在因

演題・演者時 間

会議棟6階 605・606セミナー会場

会議棟6階 605・606セミナー会場

東5ホール入口 口頭発表会場
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セミナー・シンポジウム・併催行事5

開会挨拶 
〔（一社）日本食品工学会〕

閉会挨拶 
〔（一社）日本食品工学会〕

午後の部 挨拶 
〔（一社）日本食品機械工業会〕

食品の凍結・乾燥の研究課題から考えるこれからの食品工学の取り組み
中川 究也　京都大学 大学院 工学研究科 准教授

天然エキスからの高純度イミダゾールジペプチドとフレイル対策食品への活用
佐藤 謙一郎　東海物産（株） 食品研究所 所長代行

伝熱解析と反応に基づく食品の品質の可視化
柴田 奈緒美　岐阜大学 教育学部 准教授

食品冷凍における凍結速度と保存温度
君塚 道史　弘前大学 農学生命科学部 准教授

ヒト胃消化シミュレーターの実用化と将来展望
小林 功　（国研）農研機構 食品研究部門 上級研究員／筑波大学 グローバル教育院 教授（協働大学院）

非破壊的に食感を推定するレーザー散乱法
粉川 美踏　筑波大学 生命環境系 助教

EHEDG会長Hein Timmerman

第一部 演題  
GFSIの「衛生設計マネジメント」とEHEDG

開会挨拶 
［（一社）日本食品機械工業会／EHEDG Japan］

（一財）日本食品分析センター 微生物部 部長土屋  禎

13:00

～

13：15

13:15

～

14：45

15:00
～

16：00

講 師

講 師

講 師

第二部 演題  
EHEDG認証のための洗浄性評価試験とは（EHEDG公認試験機関による解説） 

Adhi. S. Lukman

インドネシア飲料・食品製造業者連盟
会長

通訳：逐次通訳

演題・演者時 間

通訳：逐次通訳

聴講者数

232名

聴講者数

124名

聴講者数

230名

10：00

～

10：10

16：45

～

16：55

13：00

～

13：10

10：10

～

11：00
11：00

～

11：50

13：10

～

14：00

14：00

～

14：50
15：05

～

15：55
15：55

～

16：45

講演

演題・演者時 間
13：00

～

14：45



震災や風水害などの自然災害、新型感染症によるパンデミックなど不慮の事態に際し、SDGsを考慮した非常時の食の対応、美味技術に関して講演が行われた。

美味技術学会シンポジウム

日時：6月8日（木） 10：20～15：50
主催：美味技術学会　
共催：（一社）日本食品機械工業会
協賛：（一社）農業食料工学会、（一社）日本食品工学会、
　　 農業施設学会 

環境にやさしく健康寿命延伸に資する最新技術・情報等、フードテックが如何に食料システムに寄与しているのか、その有効性が発表された。

農業食料工学会シンポジウム 
フードテクノロジー（フーテック）フォーラム

日時：6月9日（金） 10：20～15：35
主催：（一社）農業食料工学会　
共催：（一社）日本食品機械工業会

テーマ

みどりの食料システム戦略 
― 環境にやさしく健康寿命延伸に資する
フードテックのこれから ―

テーマ

食品ロス削減対策の現在地と
技術開発の最新動向

今回のシンポジウムでは、各要因に応じた食品ロスを取り巻く現状の解説と解決に向けた様々なアプローチが紹介された。

農業施設学会シンポジウム

日時：6月6日（火） 13：00～16：30
主催：農業施設学会 
後援：（一社）日本食品機械工業会

テーマ

危機管理と美味技術

会議棟6階 605・606セミナー会場

会議棟6階 605・606セミナー会場

会議棟6階 607セミナー会場
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開会挨拶 
〔（一社）農業食料工学会／（一社）日本食品機械工業会〕 

食品生産・生態系保全を強化するGX技術の必要性
小原  聡　東京大学 未来ビジョン研究センター 特任准教授

健康寿命延伸、well-beingのためのセルフケア食の開発
山本（前田） 万里　（国研）農研機構 食品研究部門 エグゼクティブリサーチャー

ムリ・ムダのない持続可能な加工・流通システムの実現に向けて
田中  史彦　九州大学 大学院 農学研究院 環境農学部門 教授

サステナブルに貢献するプラントベースフード
芦田  茂　不二製油グループ本社（株） PBF事業部門 副部門長

閉会挨拶 
〔（一社）農業食料工学会〕 

欧州グリーンディールとみどりの食料システム戦略
和泉  真理　（一社）日本協同組合連携機構 基礎研究部 客員研究員

開催挨拶
 〔美味技術学会／（一社）日本食品機械工業会〕

閉会挨拶 
〔美味技術学会〕 

高齢者向けレトルト食品の物性と美味しさの実現
渡辺 貴之　キユーピー（株） 研究開発本部 食創造研究所 市販用開発部 育児・高齢者食チーム リーダー

災害時もおいしく健康に：日本災害食認証基準制度の取り組み
藤村 忍　日本災害食学会 会長／新潟大学 地域連携フードサイエンスセンター 事務局長 教授

マジックライス『ななこめっつ』の新技術開発と災害時の活用
西村 明子　（株）サタケ 技術本部 炊飯グループ 米飯加工チーム リーダー

自治体における危機管理対応について
石和田 二郎　千葉県松戸市 副市長

日本と世界の食品ロスとその削減の取り組み事例
野々村 真希　東京農業大学 国際食料情報学部 食料環境経済学科 准教授

開会挨拶 
〔農業施設学会〕

閉会挨拶 
〔農業施設学会〕

食品ロス対策としての包装技術開発と活用事例 
青果物用鮮度保持フィルム「P-プラス®」と
食品包装用スキンパックフィルム「おいしさスキン®」の事例
坂口 真俊　住友ベークライト（株） フィルム・シート営業本部 P-プラス・食品包装営業部 
　　　　　  P-プラスグループリーダー

食品ロスの現状と農林水産省の取組施策について
森 幸子　農林水産省 大臣官房 新事業・食品産業部 外食・食文化課 食品ロス・リサイクル対策室 室長

海外事例から見る食品ロス・廃棄物問題の動向
小林 富雄　日本女子大学 家政学部 家政経済学科 教授

データ活用に不可欠なタギングの進化による食品ロス削減事例創出について
小口 健太郎　サトーホールディングス（株） 海外リテール市場戦略 部長

演題・演者時 間

演題・演者時 間

聴講者数

192名

聴講者数

99名

聴講者数

133名

演題・演者時 間

10：30

～

11：15
11：15

～

12：00
13：30

～

14：15

15：00

～

15：45
15：45

～
15：50

10：20

～

10：30

14：15

～

15：00

10：30

～

11：15
11：15

～

12：00

13：45

～

14：30
14：40

～

15：25
15：25

～

15：35

10：20

～

10：30

13：00

～

13：45

14：50

～

15：35

13：00

～

13：10

13：55

～

14：40

13：10

～

13：55

15：35

～

16：20
16：20

～

16：30



会場 ： 会議棟1階 レセプションホールA
日時 ： 6月7日（水） 17:00～18：30

発売から40年以上。世代を超えて愛されてきた、伝説的商品「ガリガリ君」の育ての親である鈴木政次氏が赤城乳業株式会社に入社したのは1970年。
1年目から商品開発部に配属され、倒産の危機に追い込まれながらも、背水の陣で「ガリガリ君」をはじめとする多くのロングセラー商品を生み出して
きた同氏が、人事以外のすべての部門に携わった稀有なキャリアで得た、ヒット商品を生み出す思考・企画発想などの仕事術、組織づくりの極意につい
て語った。

テレビやラジオ、イベントや配信ライブのMCなどでマルチに活躍中のIMALUさんが日食工１日広報委員長に就任。公開取材では子供の頃の食の
思い出のほか、始めて1年ほどになる東京⇄奄美大島の2拠点生活のきっかけ、近所付き合いが密な島での暮らしぶりなどについて語った。

公開取材後、日食工1日広報委員長が
独自の視点で選考する「日食工1日広
報委員長賞」は（株）マスターマインドが
受賞。サイン入りクリスタルトロフィー
を授与した。

学生に、食品機械業界に関する知識を深めてもらうこと、
食ビジネスにあこがれや夢をもってもらうことを目的として、
日食工の青年部が企画。9回目の今回は東京都内の3校、
144名が参加した。ガイダンスを実施後グループに分か
れて展示ホール内を見学、その後意見交換会を行った。

266名聴講者数

機関誌「ふーま」連載企画 テーブルトーク公開取材

学生対象 YO-CO-SO（ようこそ）FOOMA

IMALUさん
タレント

鈴木 政次氏

赤城乳業株式会社
元常務取締役 開発本部長

ガリガリ君 成長記 
― 愛される商品の創りかた ―

講  師

テーマ

会場 ： 東5ホール入口 口頭発表会場
日時 ： 6月6日（火） 16:00～16:40

ゲスト
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セミナー・シンポジウム・併催行事5

FOOMAビジネスフォーラム

日食工1日広報委員長賞



会場 ： 東1ホール ロータリー

日時 ： 6月６日（火）～8日（木）10:00～20：00
　　　 6月９日（金）　　　　　10:00～14：00　
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中小企業基盤整備機構による経営支援相談、日本貿易振興機構（JETRO）による海外進出支援相談を実施。来場者の問い合わせに応じた。

経営支援・輸出相談コーナー

東6ホール前 ガレリア

東3ホール前 ガレリア

安全衛生設計コーナー

東京都江東区、東京諸島とコラボし、出展社と来場者が共に飲食を楽しむ食イベント「FOOMA東京
バル」を開催。江東区の魅力的なお店を紹介する事業「ことみせ」の登録店や東京諸島の特産品を
集めたポップアップストアが出店した。特設ステージでは、東京諸島観光大使のライブ演奏やプレ
ゼントが当たるイベントも実施。また各国料理を提供するキッチンカーが並んだ。期間中FOOMA
アプリのFOOMA東京バル割引クーポン提示で、対象商品が100円引きになるサービスも行った。

東京諸島11島から自慢の味覚が
集まるポップアップストアが登場。
小笠原諸島のパッションフルーツ
や八丈島の明日葉等、島ならでは
の特産物から作られた出品製品
は利用者の注目を集めた。

東京諸島観光大使・シンガーソングライターとし
て東京諸島11島の魅力を配信している藤井恵
さんが特設ステージに登場。利用者は飲食と
共に藤井さんの優しさあふれるピアノ弾き語り
を楽しんだ。

大島・利島・新島・式根島・神津島・三
宅島・御蔵島・八丈島の中から旅先を
選べるじゃんけん大会を開催（東海
汽船株式会社提供）。参加者は8島へ
の往復ペア乗船券をかけて競った。

―交流広場― FOOMA東京バル

一般社団法人 日本食品機械工業会が取り組む安全・衛生事業の紹介を行った。また、併設のEHEDGコーナ－では、EHEDG等の活動紹介や質問、相談に応じた。

● 東京諸島「味の物産市」

FOOMA東京バル利用者の投票
によって優勝店舗が決まるキッチ
ンカーグランプリを実施。6月8日
に行われた授賞式では、地元江
東区で個性派クラフトビールを提
供する注目のブルワリー、Edo 
Tokyo Beerが優勝に輝いた。

● キッチンカーグランプリ

特設ステージ

東京諸島観光大使・シンガーソングライター
藤井 恵さん ステージイベント

東京諸島 
島旅じゃんけん大会



攪拌パーツなし攪拌機テーマ

研究
機関名

産学官交流の場として31回目を迎えたアカデミックプラザは東5ホール前ガレリアで開催した。大学など各研究機関が最新研究成果
の発表を行い、優秀な発表にはFOOMA AP賞を贈呈した。来場者は各大学・研究機関の最先端の研究を熱心に見入っていた。

AP賞
グランプリ

食品成分の発熱特性に基づいた冷凍食品の電子レンジ解凍メカニズムの
解明 ～サラダとしてのカリフラワー残渣を利用した握りの展示～

テーマ

研究
機関名

AP賞
準グランプリ

偏光検査と機械学習がもたらす包装不良検知テーマ

研究
機関名

凍結食品内部の氷結晶構造の可視化
－何が見える？何がわかる？

テーマ

研究
機関名AP賞

来場者
評価部門

AP賞
出展社
評価部門

代替タンパク質における”おいしさ”改善技術の探求テーマ

研究
機関名AP賞

研究者
評価部門

FOOMA AP賞   受賞研究機関一覧

セミナー・シンポジウム・併催行事5
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28件参加数アカデミックプラザ2023

会場 ： 東5ホール前 ガレリア
日時 ： 6月6日（火）～6月9日（金）

東京海洋大学 
サラダサイエンス寄附講座

東京海洋大学 
海洋生命科学部 食品生産科学科 食品冷凍学研究室

徳島大学 ポストLEDフォトニクス研究所
徳島大学 理工学部 理工学科 知能情報コース マルチメディアデータ工学研究室

岐阜大学 
応用生物科学部 応用生命科学課程 食品加工学研究室グループ

大阪大学 
基礎工学研究科 流体力学グループ（後藤研究室）



ポスターセッション参加大学・研究機関 口頭発表スケジュール
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東京海洋大学 サラダサイエンス寄附講座
食品成分の発熱特性に基づいた
冷凍食品の電子レンジ解凍メカニズムの解明

東京海洋大学 海洋生命科学部 食品生産科学科 食品冷凍学研究室
凍結食品内部の氷結晶構造の可視化 
― 何が見える？何がわかる？

京都大学 大学院 工学研究科 化学工学専攻 分離工学分野
京都大学 大学院 工学研究科 化学工学専攻 材料プロセス工学分野
京都大学 大学院 農学研究科 食品生物科学専攻 農産製造学分野
大豆タンパク質のミクロ構造制御による代替肉製造へのアプローチ

岐阜大学 応用生物科学部 応用生命科学課程 
　食品加工学研究グループ

代替タンパク質における“おいしさ”改善技術の探求

大阪大学 基礎工学研究科 流体力学グループ 後藤研究室

攪拌パーツなし攪拌機

立命館大学 理工学部 ロボティクス学科 ソフトロボティクス研究室

ばらつきを考慮した食品形状のモデリング

山口大学 生命医工学センター（YUBEC）
摂南大学 農学部 食品栄養学科 食品加工学研究室
三重大学 大学院 生物資源学研究科 食品生物情報工学研究室
高機能食品製造のための乾燥プロセス 
― 噴霧乾燥法による乳化フレーバー粉末の作製

帝京平成大学 健康メディカル学部 健康栄養学科
東京大学 大学院 農学生命科学研究科 農学国際専攻 国際情報農学研究室
ノンターゲティングオミクスによる
食品・健康・医療分野におけるにおいの網羅的解析

山形大学 機械システム工学科 ソフト＆ウェットマター工学研究室 
3Dゲルプリンターから
3Dフードプリンターへの展開

日本大学 生産工学部 小林（奈）研究室（教養・基礎科学系）
　　　　　　　　　  五十部研究室（マネジメント工学科）

昆虫食などの代替肉の新規素材の開発とその物性評価

高知工業高等専門学校 ソーシャルデザイン工学科

食品分野で広がるファインバブル技術！

北海道立総合研究機構 食品加工研究センター 
　食品開発部 食品開発グループ

小粒化を低減するドライパン粉の製造技術

徳島大学 ポストLEDフォトニクス研究所
徳島大学 理工学部 理工学科 知能情報コース 
　マルチメディアデータ工学研究室
近赤外光と偏光による包装不良検知とその可視化

筑波大学 システム情報系 知能機能工学域 音響システム研究室 
　バイオ・環境計測グループ
農作物保護に資する害虫マイク
― 農業用温室を跋扈する害虫のヒソヒソ話を聴く ―

14:20

14:50
〜

新潟大学 地域連携フードサイエンスセンター
新潟大学 大学院 医歯学総合研究科 摂食嚥下リハビリテーション学分野

超高齢社会における摂食嚥下障害の課題とは

10：50

11：20
〜

11:30

12:00
〜

10：50

11：20
〜

11:30

12:00
〜

13:00

13:30
〜

13:40

14:10
〜

10：50

11：20
〜

11:30

12:00
〜

13:00

13:30
〜

13:40

14:10
〜

10：50

11：20
〜

11:30

12:00
〜

13:00

13:30
〜

13:40

14:10
〜

6/6（火）

6/7（水）

6/8（木）

6/9（金）

日本大学 生産工学部 小林 （奈） 研究室（教養・基礎科学系）

　　　　　　　　　  五十部研究室（マネジメント工学科）

立命館大学 理工学部 ロボティクス学科 ソフトロボティクス研究室

山形大学 機械システム工学科 ソフト＆ウェットマター工学研究室

京都大学 大学院 工学研究科 化学工学専攻 分離工学分野

京都大学 大学院 工学研究科 化学工学専攻 材料プロセス工学分野

京都大学 大学院 農学研究科 食品生物科学専攻 農産製造学分野

帝京平成大学 健康メディカル学部 健康栄養学科

東京大学 大学院 農学生命科学研究科 農学国際専攻 

　国際情報農学研究室

岐阜大学 応用生物科学部 応用生命科学課程 

　食品加工学研究グループ

日本大学 生物資源科学部 食品開発学科 食品創生分野

東京海洋大学 海洋生命科学部 食品生産科学科 食品冷凍学研究室

東京海洋大学 サラダサイエンス寄附講座

徳島大学 ポストLEDフォトニクス研究所

徳島大学 理工学部 理工学科 知能情報コース 

　マルチメディアデータ工学研究室

筑波大学 システム情報系 知能機能工学域 音響システム研究室 

　バイオ・環境計測グループ

東京農業大学 地域環境科学部 生産環境工学科 

　農産加工流通工学研究室

北海道大学 大学院 農学研究院 食品加工工学研究室

新潟大学 地域連携フードサイエンスセンター

新潟大学 農学部 食品科学プログラム 畜産製造学研究室

北海道立工業技術センター 研究開発部 応用技術支援グループ

山口大学 生命医工学センター（YUBEC）

摂南大学 農学部 食品栄養学科 食品加工学研究室

三重大学 大学院 生物資源学研究科 食品生物情報工学研究室

北海道立総合研究機構 食品加工研究センター 食品開発部 

　食品開発グループ

東北大学 大学院 農学研究科 農芸化学専攻テラヘルツ 食品工学分野

筑波大学 生命環境系 農産食品加工研究室

北海道立工業技術センター 研究開発部 食産業技術支援グループ

新潟大学 地域連携フードサイエンスセンター

新潟大学 大学院 医歯学総合研究科 

　摂食嚥下リハビリテーション学分野

九州大学 大学院 農学研究院 環境農学部門 生産環境科学講座 

　農産食料流通工学研究室

台湾海洋大学 生命科学院 食品科学学科 食品工学研究室（台湾）

台湾海洋大学 生命科学院 食品科学学科 食品分析研究室（台湾）

岩手大学 大学院 連合農学研究科

中央大学 大学院 理工学研究科 精密工学専攻 

　熱エネルギーシステム研究室

高知工業高等専門学校 ソーシャルデザイン工学科

豊田工業高等専門学校 機械工学科 流体工学研究室

大同大学 工学部 機械システム工学科 精密工学研究室

阿南工業高等専門学校 創造技術工学科 機械コース 

　マグネティックドライブ研究室

広島商船高等専門学校 電子制御工学科 応用電磁気学研究室

大阪大学 基礎工学研究科 流体力学グループ（後藤研究室）

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

東5ホール入口 口頭発表会場会　場東5ホール前 ガレリア会　場



出展社が自社の製品・技術・サービスについて詳細な説明を行うプレゼンテーション
セミナーは、3日間3会場で開催した。セミナーは好評を博し、その中でも衛生管理
や食品工場プロジェクト、SDGsに関するセミナーは多くの聴講者を集めた。また
出展社プレゼンテーションセミナーの動画を会期終了後に配信するアーカイブ
セミナーを実施した。聴講希望者は事前に聴講登録を行い、会期終了後の6/12
（月）～6/26（月）の間、自身の電子端末で聴講した。

出展社プレゼンテーションセミナー
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セミナー・シンポジウム・併催行事5

45社（45セッション）発表社数

会場 ： 会議棟6階 607・608セミナー会場／東8ホールセミナー会場
日時 ： 6月7日（水）～6月9日（金）

時 間会場

会
議
棟
6
0
7
セ
ミ
ナ
ー
会
場

会
議
棟
6
0
8
セ
ミ
ナ
ー
会
場

東
8
ホ
ー
ル
セ
ミ
ナ
ー
会
場

太陽誘電ケミカルテクノロジー

原材料費高騰の今、
製品歩留改善を叶える
虹色コーティングご紹介

ナンバ

環境大臣賞を受賞した
冷凍設備の消費電力を
最大8割削減する秘策

ライオンハイジーン

野菜の品位を守り菌数制御を
実現。野菜加工法の現状
～オゾン編～

パウレック

SDGsの観点からみた
高機能粉末食品の
商品開発へのご提案

なんつね

100億人を見据えた
新たな市場展開と、
食品工場の未来

大川原製作所

これからの食品工場に
求められる乾燥技術

プライミクス

高速攪拌機を用いた
増粘剤の溶解事例

三菱ケミカルエンジニアリング

プロセスセンターにおける
“効果を最大化する
投資計画立案”の要諦

ピュアテック

建屋の陽圧化による防虫対策
～自動洗浄機能付
フィルタのご紹介～

東洋ハイテック

菌の発生を抑制。
デッドスペースの無いミキサー

エコノス･ジャパン

殺菌水は何が効果的？
炭酸次亜水の具体的な
事例を紹介します

ワークソリューション

ノロウィルスの感染経路と
撃退方法！！

日立造船

目視検査工程の省力化
選別機、AI、ICTを
活用した事例紹介

HMSインダストリアルネットワークス

リモートメンテナンスによる
運用効率と機械稼働率の
向上の実現

クボタ

食品工場における排水処理の
トラブル解決事例とその効果

オプテックス･エフエー

AI外観検査と印字検査の
業界最新動向

日本テトラパック

サステナブルな未来にむけた
食品加工システムの変革

ビュルケルトジャパン

デジタル化による
SDGs（省エネ）と、
設備投資費削減の両立

国立

毛髪クレーム減らすなら
『アイテム運用』が大事と断言！！
その理由

大道産業

食品特化型AIが拓く
次世代異物検査および
その活用方法について

クレオ

人手不足時代の
洗浄システムと衛生管理

バーテック

清掃、防虫に関する
課題を解決する
ブラシ、サービスの事例紹介

食品施設計画研究所

違った視点から見た
食品工場建設トラブル

ミナミ産業

微粉砕技術や
ウルトラファインバブル
技術で取組む社会課題解決

住商グローバル･ロジスティクス

容器・包材コスト、正確に把握
されていますか？SDGs時代
に最適な運用方法とは

サトー

Trace eye FOOD-Proで
実現する食品製造のDX

ベッコフオートメーション

最新テクノロジーを用いた
リニア搬送システムと
活用事例のご紹介

ファナック

ファナックロボットの
最新技術について

中設エンジ

食品工場建設に
求められるもの
過去～現在（いま）

新東工業

アルミ包装の金属異物を
手軽にチェックする
金属検出機のご紹介

赤門ウイレックス

あなたの工場に忍び寄る
リスク教えます！
ダクト火災のメカニズム

西村機械製作所

お米の付加価値を高める
製粉技術と米粉の魅力

三菱電機

結露対策ニーズの
高まりに対する
三菱電機のご提案

ツカサ工業

多品種の添加物から
主原料まで。
粉体計量をスマートに自動化！！

環境機器

クレームになる前に！
AI・IoTを駆使した
防虫の最前線！

前川製作所

脱炭素工場への第1ステップ！
～年100ｔ以上
削減を目指して～

日清エンジニアリング

工場建設初動をサポート！
企画支援型
エンジニアリングの紹介

GEA ジャパン

高品質なジュースづくりを
実現する
搾汁装置GEAバクリクの紹介

三和建設

失敗させない！
ゼロからはじめる
食品工場建設プロジェクト

ハバジット日本

改正食品衛生法 / EU / 
FDAに対応する
コンベヤ関連製品

トムラソーティング

AI光学式選別機と
冷凍野菜・惣菜工場の
生産効率向上

イカリ消毒

製造現場の
毛髪対策はこう考える！
現場確認と取組みのポイント

ホクエツ （神奈川）

無塩の微酸性電解水による
応用技術

Tebiki

tebikiを活用した
食品安全文化の醸成、
ユーザー事例紹介

SMC

今まで自動化が難しかった
ワークの吸着を実現

10:30

～

11:15

11:35

～

12:20

12:40

～

13:25

13:45

～

14:30

14:50

～

15:35

10:30

～

11:15

11:35

～

12:20

12:40

～

13:25

13:45

～

14:30

14:50

～

15:35

10:30

～

11:15

11:35

～

12:20

12:40

～

13:25

13:45

～

14:30

14:50

～

15:35

6/7（水） 6/8（木） 6/9（金）
聴講者数

40名 308名
アーカイブ
聴講登録者数

聴講者数

50名 441名
アーカイブ
聴講登録者数

聴講者数

69名

聴講者数

100名 475名
アーカイブ
聴講登録者数

聴講者数

99名 564名
アーカイブ
聴講登録者数

聴講者数

78名

聴講者数

54名

聴講者数

85名

聴講者数

57名

聴講者数

92名

聴講者数

43名 336名
アーカイブ
聴講登録者数

聴講者数

104名 864名
アーカイブ
聴講登録者数

聴講者数

71名 596名
アーカイブ
聴講登録者数

聴講者数

96名 546名
アーカイブ
聴講登録者数

聴講者数

85名 860名
アーカイブ
聴講登録者数

聴講者数

57名 395名
アーカイブ
聴講登録者数

聴講者数

79名 481名
アーカイブ
聴講登録者数

聴講者数

90名 481名
アーカイブ
聴講登録者数

聴講者数

116名 601名
アーカイブ
聴講登録者数

聴講者数

71名 827名
アーカイブ
聴講登録者数

聴講者数

101名

聴講者数

106名

聴講者数

106名

聴講者数

79名

聴講者数

95名

聴講者数

81名 562名
アーカイブ
聴講登録者数

聴講者数

72名 516名
アーカイブ
聴講登録者数

聴講者数

65名

聴講者数

124名

聴講者数

69名

聴講者数

51名

聴講者数

82名

聴講者数

111名 530名
アーカイブ
聴講登録者数

聴講者数

80名

聴講者数

94名 717名
アーカイブ
聴講登録者数

聴講者数

111名

聴講者数

93名

聴講者数

38名

聴講者数

119名

聴講者数

56名

聴講者数

69名 518名
アーカイブ
聴講登録者数

聴講者数

109名 715名
アーカイブ
聴講登録者数

聴講者数

83名

聴講者数

64名 453名
アーカイブ
聴講登録者数

聴講者数

82名 518名
アーカイブ
聴講登録者数
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会場 ： 北コンコース
日時 ： 6月6日（火） 9:45～10:00

会場 ： 会議棟1階 レセプションホールA・B
日時 ： 6月6日（火） 17:30～18:35

FOOMA JAPAN 2023 展示会実行委員会 副委員長
一般社団法人 日本食品機械工業会  理事

大 東　 眞 二

経済産業省 製造産業局 産業機械課長
安 田　    篤
農林水産省 大臣官房 参事官 新事業・食品産業部 企画グループ長
吉 松　    亨

（敬称略）

（敬称略）

FOOMA JAPAN 2023 展示会実行委員会 委員長
一般社団法人 日本食品機械工業会  副会長

南       常 之

FOOMA JAPAN 2023 展示会実行委員会 委員長
一般社団法人 日本食品機械工業会  副会長

南       常 之
一般社団法人 日本食品機械工業会  副会長
櫻 澤　    誠

FOOMA JAPAN 2023 展示会実行委員会 副委員長
一般社団法人 日本食品機械工業会  理事

渡 邊　 将 博

インドネシア飲料・食品製造業者連盟 会長
Adhi. S. Lukman
ＥＨＥＤＧ 会長
Hein Timmerman

一般社団法人 日本食品機械工業会 会長
大川原　行雄

一般社団法人 日本食品機械工業会 会長
大川原　行雄

主催者挨拶／

テープカット／

経済産業省 製造産業局 産業機械課長
安 田　    篤

一般社団法人 日本食品機械工業会 会長
大川原　行雄

主催者挨拶／

来賓祝辞／

農林水産省 大臣官房 参事官 新事業・食品産業部 
企画グループ長
吉 松　    亨

第２回FOOMAアワード
2023 講　評／

第２回FOOMAアワード2023 審査委員長
後 藤　 芳 一

第２回FOOMAアワード
2023 表彰式／

乾　　　杯／

中　締　め／

経済産業省、農林水産省からの来賓に加えインドネシア食品･飲
料業者連盟会長のAdhi. S. Lukman氏、そしてタイ王国大使館
経済・投資事務所公使（投資）Kanokporn Chotipal氏が来場
し、展示ホールを見学、出展社から製品について説明を受けた。

開会式

ご来賓の視察

開催レセプション

次第

各賞授賞者



災害時には主催者と全出展社が一丸となって出展スタッフそして来場者が安全に避難できるよう、東京ビッグサイトの避難場所現地下見会を行った。
搬入・施工最終日の午後、参加者各自が退避場所を確認した。また希望者はAED取扱訓練および心肺蘇生法の訓練にも参加した。

来場者と出展社のコミュニケーションを加速させるサービスとして、今回初めて「FOOMAコレクト」を全出展社へ無料提供した。FOOMAコレクトを
介して非接触で名刺情報交換ができるほか、来場者は来場者マイページから出展社の製品カタログを取得した。

来場者サービスと災害時への備え6

FOOMAコレクトアンケート7
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来場者サービス

災害時への備え

東７・８ホール前とりんかい線「国際
展示場駅」ターミナルを無料シャトル
バスが往来した。本年はFOOMA
東京バル利用者の利便性のため、
16時以降の発着場所を東１ロータ
リーへ変更、２０時まで運行した。

無料シャトルバス
来場者からの問い合わせに対
応。出展社や製品検索、会場
内施設について案内をした。

インフォメーション

東４ホール前ガレリア／
東7ホール前リンクスペース

設置場所

案内スタッフがタブレット端末を持
ちホール内を巡回、来場者の質問に
その場で答えるサービスを行った。
海外来場者に対しては翻訳ツール
で案内をした。

歩くガイド
インフォメーション
サービス

手荷物の無料預かりサービス
を提供した。

クローク

北コンコース／
東7ホール前リンクスペース

設置場所

6/6（火）～6/8（木）   9:30～16:00　東7・8ホール　　　   発着
16:00～20:00　東1ホールロータリー 発着

6/9（金）   9:30～15:00　東7・8ホール　　　   発着
15:00～17:00　東1ホールロータリー 発着

Q. Q. Q.

使用した：

58.2%
使用しなかった：

41.8%

期待以下で
あった：
22.0%

期待通りであった：
64.4%

期待以上で
あった：
13.6%

FOOMAコレクトを
使用しましたか？

FOOMAコレクトの使用感は
いかがでしたか？

展示会場内で出展社に
クイックパスの二次元コードを
読み取ってもらいましたか？

出展社アンケートより 来場者アンケートより

読み取って
もらえなかった：

15.9%

読み取ってもらった：

84.1%



1. 2.

4. 5. 6.

3.

商談があった：

91.2%
（92.2%）

商談はなかった：
8.8%（7.8%）

重要である：

81.3%
（80.3%）

やや重要である：
14.6%（16.5%）

あまり重要でない：
4.0%（3.0%）

商談の場として 新規顧客獲得の場として

新製品発表の場として 販売促進／PRの場として 製品に対する来場者からの
意見収集の場所として

既存顧客へのアピールの場として

やや重要である：
11.6%（9.5%）

あまり重要でない：
0.9%（0.9%）

重要でない：0%（0%）

重要でない：
1.0%（0.5%）

重要でない：
0.1%（0.2%）

重要でない：
0.7%（0%）

やや重要である：
21.9%（19.5%）

あまり重要でない：
4.9%（4.1%）

やや重要である：
21.0%（23.0%）

あまり重要でない：
5.8%（5.6%）

やや重要である：
17.4%（16.0%）

あまり重要でない：
1.3%（0.9%）

やや重要である：
22.3%（18.4%）

重要である：

87.5%
（89.6%）

重要である：

72.5%
（76.4%）

重要である：

72.2%
（70.9%）

重要である：

81.2%
（83.1%）

重要である：

73.8%
（76.8%）

重要でない：
0.6%（0.5%）

あまり重要でない：
3.3%（4.3%）

出展社アンケート調査結果8 ※（　　）内は前回数値

【調査日】・・・6/12（月）～6/30（金）   【回収数】・・・672社調査概要

貴社にとってFOOMA JAPANの位置づけをお聞かせください。Q.

会期中における来場者との商談についてお聞かせください。Q.

出展社の9割以上が
重要な展示会であると回答！

出展社の9割以上が
商談があったと回答！
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会期終了後、詳細を
かためることにした・・・・・・・・・・・・・

サンプルや資料を提出した・・・・・・

見積りを提出した・・・・・・・・・・・・・・・・

成約した・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

その他・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

65.9%（71.0%）

49.7%（50.7%）

50.6%（47.3%）

11.7%（11.5%）

3.9%（1.4%）

0 10 20 30 40 50 60 70 80

商談があった［複数回答］

重要でない：
0.1%（0%）



商談が
あった：

59.1%
（65.7%）

商談はなかった：
40.9%（34.1%）

無回答：0%（0.2%）

非常に
有益である：

65.6%
（66.4%）

やや有益である：

31.5%
（30.1%）

有益ではなかった：
0.4%（0.9%）

どちらともいえない：
2.5%（2.6%）

非常に
効果があった：

46.7%
（49.4%）

やや効果があった：

47.2%
（46.0%）

効果はなかった：
0.9%（0.5%）

どちらともいえない：
5.2%（4.1%）

合致していた：

45.4%
（44.0%）

ほぼ合致していた：

47.5%
（49.7%）

合致していない：
1.6%（2.0%）

どちらともいえない：
5.5%（4.3%）

どちらともいえない：
4.0%（3.2%）

期待以上であった：

32.3%
（42.1%）

期待以下であった：
11.2%（14.1%）

1.出展は有益でしたか？

3.来場者は貴社の対象に合致していましたか？ 4. 貴社ブースへの来場者数について、
どのようにお感じですか？

2. 出展によるPR、販売促進効果は
実感できましたか？

期待通りであった：
52.5%
（40.6%）

出展社アンケート調査結果8 ※（　　）内は前回数値
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今回の出展について評価をお聞かせください。Q.

出展社間の商談はありましたか？Q.

同業他社との情報交換・・・・・・・・・・・

異業種他社との情報交換・・・・・・・・・

販売提携・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

代理店提携・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

技術提携・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

その他・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

66.2%（68.9%）

63.5%（66.9%）

22.2%（18.9%）

13.8%（9.9%）

7.0%（10.5%）

3.1%（2.8%）
0 10 20 30 40 50 60 70

商談があった［複数回答］



商談は
しなかった：
64.6%
（69.0%）

商談した：

35.4%
（31.0%）

達成できなかった：
9.2%（10.4%）

製品、技術の比較がよくできた・・・・・・・・・

資料が豊富に収集できた・・・・・・・・・・・・・

実演が多く、よく理解できた・・・・・・・・・・・

その他・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

58.1%（62.9%）

46.8%（45.9%）

34.9%（34.8%）

4.4%（3.6%）

資料の収集があまりできなかった・・・・・・・

製品、技術の比較ができなかった・・・・・・・

その他・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

実演が少なかった・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

49.3%（46.7%）

33.9%（30.9%）

25.7%（25.2%）

10.6%（14.1%）

0 10 20 30 40 50 60

0 10 20 30 40 50 60

達成できた［複数回答］

達成できなかった［複数回答］達成できた：

90.8%
（89.6%）

製品購入のための情報収集

新製品・新技術のための全般的な情報収集

新事業開発のための情報収集

新製品開発のための情報収集

36.5%（30.9%）

68.5%（69.6%）

21.5%（25.5％）

25.2%（15.5％）

特定の製品、企業を見るため（取引先企業との交流など） 34.8%（33.4％）

市場への一般的興味 20.7%（20.9％）

【調査日】・・・6/7（水）～6/23（金）   【回収数】・・・6,270名調査概要

その他 1.9%（2.1%）

無回答：0%（0%）
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来場者アンケート調査結果9 ※（　　）内は前回数値

今回の来場の目的をお聞かせください。  ［複数回答］Q.

来場の目的は達成できましたか？Q.

今回、会場で商談をしましたか？Q.

後日、詳細説明を受けることにした・・・・・

サンプル・資料の提供を依頼した・・・・・・・

見積りを依頼した・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

製品の導入を検討した・・・・・・・・・・・・・・・・

35.5%（35.5%）

24.9%（24.9%）

15.9%（16.6%）

15.5%（19.4%）

1.9%（2.1%）

0 10 20 30 40

製品の導入を決定した・・・・・・・・・・・・・・・・
（商談がまとまった）

商談した

0 10 20 30 40 50 60 70



来場者アンケート調査結果9

重視しない：
48.8%
（46.0%）

大変重視する：

34.1%
（33.0%）

大変重視する：

37.5%
（38.2%）

大変重視する：

10.4%
 （10.1%）

51～100名：
11.8%（10.2%）

11名～50名：
12.3%（13.4%）

重視しない：
11.6%（13.1％）

無回答：0%（0％）

無回答：0%（0%）

無回答：0%（0％）

重視しない：
7.1%（6.4%）

大変重視する：

33.8%
（35.6%）

重視しない：
11.3%（9.6％）

無回答：0%（0%）

1. 展示機械・製品の品揃えが豊富である 2.詳細な資料・カタログが用意されている

3.実演やデモンストレーションがあり、わかりやすい 4. 商談できる体制機能が整っている

重視する：

54.3%
（53.9%）

重視する：

55.4%
（55.4%）

重視する：

40.8%
（43.9%）

重視する：

54.9%
（54.8%）

※（　　）内は前回数値

出展社に対して、どのようなことを重視していますか？

出展社から：
70.1%
（72.1%）

主催者から：
29.9%
（27.9%）

来場のご案内

来場のご案内

電子メール

電子メール

FOOMA JAPAN 公式WEBサイト

各種メディア

各種メディア

75.0%（72.2%）

34.7%（29.1%）
16.9%（15.6%）

1.9%（3.0%）

知人・友人の紹介 12.4%（14.1%）

その他（自由記述） 5.2%（5.4%）

今回のFOOMA JAPANを何でお知りになりましたか？  ［複数回答］

新聞・
雑誌広告：
42.1%
（56.8%）

WEB
バナー広告：
24.0%
（22.7%）

新聞・雑誌
記事・TV：
33.9%
（20.5%）

0 10 20 30 40 50 60 70 80

出展社から：
46.0%
（46.9%）

主催者から：
48.0%
（49.6%）

メルマガ：
6.0%（3.5%）

Q.

Q.
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Q. Q.

Q.

Q.

Q.

Q.

特に
権限はない：
25.2%
（25.6%）

1,001名以上：
24.6%

（25.7%）

501～1,000名：
12.2%（12.7%）

101～500名：
33.1%（30.6%）

51～100名：
11.8%（10.2%）
51～100名：

11.8%（10.2%）
51～100名：

11.8%（10.2%）

11名～50名：
12.3%（13.4%）
11名～50名：
12.3%（13.4%）
11名～50名：
12.3%（13.4%）

10名以下：
6.0%（7.4%）

無回答：0%（0％）

来場しない：
1.2%（0.8%）

わからない：
10.4%（9.2%）

経営者：
8.6%（10.2%）

営業・販売：
24.5%
（24.9%）

研究・開発：
18.2%
（20.0%）

企画・調査：
6.1%（6.1%）

広報・宣伝：
0.6%（0.7%）

生産・管理： 
30.3%
（27.0%）

団体職員・公務員：
1.2%（1.7%）

会長・社長：
6.0%（6.6%）
役員：
5.5%（6.0%）

部長職：
14.5%
（14.3%）

課長職：
19.5%
（20.1%）

係長職：
9.4%（8.3%）

主任職：
8.9%（7.9%）

一般社員： 
31.0%
（31.4%）

学生：0.6%（1.3%）
その他：9.9%（8.1%）

その他：5.2%（5.4%） 最終決定の
権限を持っている：
7.1%（7.7%）

選択に関して
ほぼ決定権がある：
20.5%（21.5%）

来場する：

44.6%
（34.9%）

できれば
来場したい：

43.8%
 （55.1%）

購入の
アドバイスをする
立場である：

30.3%（29.0%）機械・設備を
利用する立場から
意見を言う：
16.9%（16.2%）

現在、新規機械・設備の
導入に関して商談を
進めている：15.8%（13.5%）

新規機械・
設備の導入を
検討中である：
27.2%
（25.9%）

2、3年以内に新規機械・
設備を導入する予定である：
15.9%（15.6%）

しばらく
予定はない：
41.1%
（45.0%）

無回答：0%（0％）

無回答：0%（0％）

無回答：0%（0％）

無回答：0%（0％）無回答：0%（0％）

あなたの会社における機械・設備導入の
状況をお聞かせください。

あなたの勤務先の従業員数を
お聞かせください。 あなたの職種をお聞かせください。

機械・設備の購入に関して、
あなたの立場をお聞かせください。あなたの役職をお聞かせください。

来年のFOOMA JAPAN 2024にも
来場しますか？
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延べ727,124件

延べ2,440,702通

アクセス数

配信数

過去来場者と新規登録者全員にメールマガジンを配信。国内向けに15回、海外向けに5回配信。新製品
ピックアップ紹介や、セミナープログラム、FOOMAアワードニュース、スタートアップゾーン、特集号など
を配信し、公式WEBサイトへの誘因機能を果たした。

メールマガジンの配信

2022年9月からは出展募集型、2023年4月からは来場促進および出展社情報提供型として
展開。スケールアップしたスタートアップゾーン、第2回FOOMAアワード2023、出展製品の
動画を集めたコンテンツ、出展製品情報の提供に力点を置き、FOOD TOWNの案内、製品紹
介内容のボリュームアップなど公式WEBサイトをFOOMAJAPAN 2023バージョンにアップ
デートした。来場者向けの利便性向上として、来場事前登録、マイページを使った各種セミナー
登録、FOOMAコレクト履歴確認、展示会ブースマップなどを掲載。また、「展示会ブース360°
バーチャルツアー」は会期中のみならず会期後も製品動画の確認、カタログ請求ができ、ビジ
ネスマッチングを継続サポートした。中国語サイトも公開し、来場の促進を図った。

プリントツール・
デジタル配信ツール

公式WEBサイト

宣伝広告  【広告媒体への出稿】

◀ FOOMA JAPAN 2023 
　 出展のご案内 ◀ 公式WEBサイト 日本語版

出展社募集時に「出展のご案内」を製作し配布。出展
社には出展準備に関する最新情報を掲載した
「FOOMA NEWS」や「出展の手引」を配布。出展社が
顧客に配布する「開催のご案内」も全社に配布した。

ダイレクトメール
関係諸団体・機関および主要業界関係者、
そしてベンチャー、スタートアップ関連団
体・企業などに開催のご案内を13,519通
送付。

150,114
149,634
149,195
147,972
144,421

配信日 配信数

合　計 2,417,846

5/16
5/23
5/30
6/1
6/5

146,739
150,015
155,979
159,476
165,051

6/6
6/7
6/8
6/9
6/12

170,764
176,014
181,330
184,819
186,323

配信日 配信数 配信日 配信数

国　内

4/19
5/1
5/15
5/29
6/7

4,111
4,373
4,571
4,912
4,889

配信日 配信数

合　計 22,856

海　外

購読者の多い有力な産業紙誌、業界紙誌などに幅広く広告を掲載した。

9/1
3/29
4/5
4/18
4/27

日本食糧新聞電子版メール広告

日本食糧新聞電子版メール広告

日本食糧新聞電子版メール広告

日刊工業新聞電子版

日本食糧新聞電子版

環境新聞

フードエンジニアリングニュース

2022年9月1日～2023年6月9日

出展・来場促進に向けた活動
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10

掲 載 日 媒 体 名 スペース

ゴム化学新聞

パンニュース

冷食タイムス

食品新聞

日本食糧新聞

日本パン・菓子新聞

商経アドバイス

ゴム産業ニュース

環境新聞

みなと新聞

日刊工業新聞

麺業新聞

日経産業新聞

包装タイムス

冷凍食品新聞

週刊食肉通信

日経MJ

環境新聞

食品産業新聞

ゴム産業ニュース

農機新聞

空調タイムス

水産経済新聞

４段1/2

全5段

全5段

全5段

全5段

B5版1P

全5段

全5段

全5段

全5段

全5段

全5段

全5段

全5段

全5段

全5段

全5段

全5段

全5段

全5段

全5段

全5段

全5段

4/17

4/25

5/9

5/12

5/15

5/15

5/15

5/15

5/17

5/17

5/18

5/19

5/22

5/22

5/23

5/23

5/24

5/24

5/25

5/25

5/30

6/1

6/4

掲 載 日 媒 体 名 スペース

機関紙ふーま（Vol .156）

日本食品工学会誌

明日の食品産業

月刊ソイフードジャーナル

月刊製菓製パン

食品と開発

食品工場長（日本食糧新聞）

月刊フードケミカル

明日の食品産業

月刊食品機械装置

Beverage Japan

機関紙ふーま（Vol .157）

ふーま技術ジャーナル

A4版 1P

A4版 1P

A4版 1P、1/2

A4版 1P

A4版 1P

A4版 1P

A4版 1P

A4版 1P

A4版 1P、1/2

B５版

A4版 1P

A4版 1P

A4版 1P

2/1

3/15

4/1

4/15

4/28

5/1

5/1

5/1

5/1

5/1

5/2

5/20

6/6

掲 載 日 媒 体 名

4/14

5/8

5/31

5/1～6/9

5/8～6/9

5/9～6/9

5/10～6/7

新聞広告 雑誌広告 WEB広告

ALL WORLD EXHIBITION DIRECTORY
（台湾）

FOOD & BEVERAGE（シンガポール）
FOOD FOCUS THAILAND（タイ）

ALL WORLD EXHIBITION DIRECTORY
デジタル版（台湾）

FOOD & BEVERAGE デジタル版
（シンガポール）

FOODREVIEW INDONESIA デジタル版
（インドネシア）

www21food.com デジタル版（中国）

FOOD FOCUS THAILAND デジタル版
（タイ）

掲 載 日 媒 体 名

1/20

2/9、4/12
3/1

4/1～6/9

4/1～6/9

4/15～5/14

4/15～6/14

7/18～

海外メディア



WEB
掲載日 媒 体 名 掲載日 媒 体 名 掲載日 媒 体 名

4月に記者発表会を第一ホテル東京で開催。リアルとオンラインのハイブリッド方式で実施。今回2回目となるFOOMA
アワード2023の概要と優秀賞ノミネート製品を発表。また、スタートアップゾーン出展社から2社が登壇し製品紹介を
行った。記者発表会会場には45社52名が出席、オンラインには10社24名が参加。計55社、76名が参加した。

開催告知・出展募集PR活動

2023年4月5日（水）

式次第

日　時
第一ホテル東京５階
ラ・ローズ　会　場

● 主催者挨拶

● 2023開催概要説明　
● スタートアップ出展社プレビュー

● スタートアップゾーン出展社製品展示会・個別取材タイム

FOOMA JAPAN 2023 展示会実行委員会 委員長
南　 常之

PR

掲載日 媒 体 名

日刊工業新聞（東京）
日刊工業新聞（大阪）
中部経済新聞（名古屋）
日本食糧新聞（東京）
みなと新聞
包装タイムス
菓子食品新聞
農村ニュース
農機新聞

掲載日 媒 体 名

日刊速報冷食タイムス
製菓製パン
月刊低温流通
ソイフードジャーナル
フィルム・ニュース
食品と科学

新　聞 雑　誌

8/30
8/30
8/31
8/31
8/31
9/5
9/5
9/6
9/6

冷食タイムス
食料新聞
農経しんぽう
農村ニュース
日本パン・菓子新聞
麺業新聞
食品新聞
日本物流新聞（東京）
日本物流新聞（大阪）

9/6
9/11
9/12
9/13
9/15
9/16
9/16
9/20
9/25

9/1
9/1
9/15
9/15
9/20
9/24

● 第2回FOOMAアワード2023について

掲載日 媒 体 名 掲載日 媒 体 名

PR TIMES
@DIME
@niftyビジネス
All About NEWS
BIGLOBEニュース
BtoBプラットフォーム 業界チャネル
DX-WITH
Exciteニュース
Fresh eye ニュース
楽天Infoseekニュース
iza：イザ！
JBpress（ジェイビープレス）
NewsCafe

WEB

8/25
8/25
8/25
8/25
8/25
8/25
8/25
8/25
8/25
8/25
8/25
8/25
8/25

PRESIDENT Online
グルメプレス
ジョルダンニュース!
現代ビジネス
財経新聞
産経ニュース
時事ドットコム
日刊工業新聞
中部経済新聞
フードエンジニアリングタイムス
日本食糧新聞
農機新聞
農村ニュース

8/25
8/25
8/25
8/25
8/25
8/25
8/25
8/30
8/31
8/31
8/31
9/5
9/13

掲載日 媒 体 名

日刊食品通信
日刊食肉速報
日刊酪農経済通信
みなと新聞
日刊速報水産タイムス
日刊速報冷食タイムス
日刊酪農経済通信
水産タイムス
農経しんぽう
日刊水産経済新聞
日刊水産経済新聞
食料新聞
農村ニュース
冷食タイムス
菓業食品新聞
空調タイムス
日本食糧新聞
見本市展示会通信
水産新聞
包装タイムス
油業報知新聞／油脂版
農機新聞
週刊食肉通信
空調タイムス
食品新聞
ゴム化学新聞
麺業新聞
冷凍食品新聞
鶏鳴新聞
パンニュース
商経アドバイス
菓子食品新聞

新　聞

4/7
4/7
4/7
4/7
4/7
4/7
4/7
4/7
4/10
4/10
4/12
4/11
4/11
4/12
4/12
4/12
4/14
4/15
4/17
4/17
4/17
4/18
4/18
4/19
4/19
4/20
4/21
4/24
4/25
4/25
5/1
5/1

日刊工業新聞（東京/大阪）
日本食糧新聞
日本物流新聞
熱産業経済新聞
菓業食品新聞
日本物流新聞
パンニュース
麺業新聞
食品新聞
冷食タイムス
日刊食肉速報
週刊食肉通信
日本食糧新聞
日刊工業新聞（東京/大阪）
みなと新聞
食品産業新聞
日刊水産経済新聞
日本食糧新聞
包装タイムス
冷凍食品新聞
熱産業経済新聞
日経産業新聞（東京/大阪）
農機新聞
中部経済新聞
農村ニュース
日刊酪農経済通信
オートメーション新聞
日刊工業新聞（東京/大阪）
日刊水産経済新聞
みなと新聞
空調タイムス
日刊工業新聞（東京/大阪）

5/2
5/8
5/15
5/15
5/22
5/25
5/25
5/26
5/29
5/30
5/30
5/30
5/31
6/1
6/1
6/1
6/2
6/2
6/5
6/5
6/5
6/6
6/6
6/6
6/6
6/7
6/7
6/7
6/7
6/7
6/7
6/8

時事ドットコム
All About NEWS
産経ニュース
朝日新聞
　デジタルマガジン
PRESIDENT Online
BIGLOBEニュース
東洋経済オンライン
@niftyビジネス
楽天Infoseekニュース
Exciteニュース
ジェイパックワールド
ITmedia ニュース
Robot Digest
食品流通新聞
JAcom
日本食糧新聞
日本ビジネスプレス
グルメプレス
iza：イザ！
産経ニュース
ニコニコニュース
Exciteニュース
楽天Infoseekニュース
時事ドットコム
BIGLOBEニュース
BtoBプラットフォーム 
　業界チャネル

4/5
4/5
4/5
4/5

4/5
4/5
4/5
4/5
4/5
4/5
4/5
4/6
4/6
4/7
4/7
4/14
5/23
5/23
5/23
5/23
5/23
5/23
5/23
5/23
5/23
5/23

ZDNet Japan
CNET Japan
Techable
食品新聞
ライブドアニュース
@nifty
Exciteニュース
楽天Infoseekニュース
LINE NEWS
日本食糧新聞
Biz Nova
FNN.jp
Yahoo!ニュース Japan
TBS NEWS DIG
goo ニュース
ライブドアニュース
@nifty
FNN.jp
Yahoo!ニュース Japan
Thai PBS World
WDC News 6
iza：イザ！
フレッシュアイ
読売新聞
Exciteニュース
時事ドットコム
CNET Japan
All About NEWS

5/24
5/24
5/24
5/29
5/29
5/29
5/29
5/29
5/29
5/31
6/1
6/6
6/6
6/6
6/6
6/6
6/6
6/7
6/7
6/7
6/7
6/7
6/7
6/7
6/7
6/7
6/7
6/7

BIGLOBEニュース
ジョルダンニュース!
@niftyビジネス
@DIME
Techable
BtoBプラットフォーム 
　業界チャネル
日刊工業新聞
ライブドアニュース
goo ニュース
Exciteニュース
Yahoo!ニュース Japan
食品産業新聞社
　ニュースWEB
LINE NEWS
@nifty
ニコニコニュース
Gunosy
News Collect
goo ニュース
Yahoo!ニュース Japan
日経 xTECH
　（クロステック）
奈良新聞
FOOD ENGINEERING 
　NEWS

6/7
6/7
6/7
6/7
6/7
6/7

6/8
6/8
6/8
6/8
6/8
6/8

6/8
6/9
6/9
6/9
6/9
6/9
6/9
6/13

6/14
6/14

2023年9月の出展募集開始に合わせてPR活動を実施。

記者発表会

記者発表会後にはニュースリリース配布し、会期中取材依頼などのPR活動を実施。会期中にも多くのメディアが取材に訪れ、会期中の様子、出展
製品などの記事が多く掲載された。テレビ取材も誘致し、NHKをはじめ各局主要番組で放映された。

来場促進PR活動

一般社団法人 日本食品機械工業会 専務理事 
谷澤 俊彦

ASTRA FOOD PLAN（株）  代表取締役  加納 千裕 氏
MMP（株）  代表取締役  森下 勝之 氏

おはよう日本
ニュースLIVE！ゆう５時
首都圏ネットワーク
ニュースウオッチ９
大下容子ワイド！スクランブル
Nスタ

NHK
NHK
NHK
NHK
テレビ朝日
TBS
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掲載日 媒 体 名 掲載日 媒 体 名

米麦日報
ゴム報知新聞
交通毎日新聞
油業報知新聞／油脂版
日刊産業新聞
冷食タイムス
ゴムタイムス
農機新聞
農村ニュース
みなと新聞
日本食糧新聞
水産タイムス
農経しんぽう
週刊食肉通信
熱産業経済新聞
ゴム産業ニュース
ラベル新聞
包装タイムス
電波新聞
商経アドバイス
日本食糧新聞
ゴム報知新聞
菓子食品新聞
鶏鳴新聞
ゴム産業ニュース
日本物流新聞
パンニュース
包装タイムス
プロパン産業新聞
農機新聞
食品流通新聞
菓子食品新聞
鶏鳴新聞

掲載日 媒 体 名

掲載日 媒 体 名

水産タイムス
鶏肉情報
月刊低温流通
パッケージ＆マシン通信
油脂
月刊製菓製パン
Beverage Japan
デーエフサロン
食品包装
月刊フードケミカル

4/7
4/10
4/15
4/15
4/26
4/27
4/28
5/1
5/8
5/8

掲載日 媒 体 名

鶏卵肉情報
計装
ソイフードジャーナル
月刊低温流通
日本パン・菓子新聞
ミート・ジャーナル
月刊専門料理
月刊製菓製パン
日刊速報冷食タイムス
潤滑経済

5/10
5/15
5/15
5/15
5/15
5/19
5/19
5/25
5/30
6/1

掲載日 媒 体 名

月刊食品工場長
食品包装
日刊速報水産タイムス
日刊食肉速報
日刊速報冷食タイムス
月刊低温流通
フードニュース
鶏卵肉情報
月刊製菓製パン

6/1
6/6
6/7
6/8
6/8
6/15
6/25
6/25
6/27

6/8
6/12
6/12
6/12
6/12
6/13
6/13
6/13
6/13
6/13
6/14
6/12
6/12
6/13
6/15
6/15
6/15
6/19
6/19
6/19
6/19
6/19
6/19
6/25
6/25
6/25
6/25
6/26
6/27
6/27
6/28
7/3
7/5

テレビ
放送日

雑　誌

6/6
6/6
6/6
6/6
6/6
6/6

番 組 名 放 送 局

WBS
Live News イット!
FNN Live News α
ZIP!
news FLAG
伊藤永夏のスマイルいっとう賞

テレビ東京
フジテレビ
フジテレビ
日本テレビ
TOKYO MX
江東ワイドスクエア

放送日

6/6
6/6
6/6
6/8
6/8
6/18～

番 組 名 放 送 局



ARK 
アーシェルジャパン 
アールティ 
アイエイアイ 
ifm efector 
IoT mobile 
アイカ工業 
アイカム 
　※シェルパ
愛工舎製作所 
アイコクアルファ 
愛産製作所 
ICS-net 
アイタ 
愛知電機 
愛知電熱 
IDEC 
AIHO 
アイリス･ファインプロダクツ 
アオスフィールド 
青葉化成 
青山特殊鋼 
茜丸マーケティングLABO. 
赤門ウイレックス 
アコー 
　※アコージャパン
朝日化成 
あさひ企画 
アサヒ技研 
旭金属 
　※旭プレシジョン
旭工業 
アサヒ産業 
アサヒ装設 
麻布精機製作所 
味の素エンジニアリング 
アステックエンジニアリング 
アストラ 
ASTRA FOOD PLAN 
アゼット 
アトミクス 
アトラステクノサービス 
アトリエケー 
Anamorphosis Networks 
アナログ･デバイセズ 
アムンゼン 
荒井鉄工所 
荒川製作所 
アラハタフードマシン 
アラム 
アラヤ 
有光工業 
アルス 
アルトリスト 
　※ノードクラフト
アルファ･プラス 
アルマーク 
安西製作所 
アンリツ 
EGG 
飯島電子工業 
飯田製作所 
イーデーエム 
イカリ消毒 
池田機械工業 
池田金属工業 
イシダ 
　※日新電子工業
イシダテック 
　※アーオーグループジャパン
イズミフードマシナリ 
　※住友重機械搬送システム
　※住友重機械エンバイロメント
板橋工業 
伊藤工機 
伊藤忠マシンテクノス 
井戸冷機工業 
イナモク 
茨木精機 
イマオコーポレーション 
いまばやし 
　※ジョンソンボイラ
岩井機械工業 
イワキ 
イワセ鉄工 
岩谷産業 
岩月機械製作所 
インターロール･ジャパン 
イントラロックス 
ウイポップ 
ウイル 
ウエスト 
エイコーフィルター 
A-Safe 
HMSインダストリアル
　ネットワークス 
エイチツー 
エイブル 
　※ヤンマーエネルギーシステム

エー･アンド･デイ 
エー･エム･プロダクツ 
エーシンパック工業 
エースシステム 
エービーシージャパン 
　※エービーシージャパン東日本
　※ヒヨリジャパン
エービーシー商会 
エクシール 
江口麺機製作所 
エコノス･ジャパン 
　※靜甲
　※日本機械商事
SMC 
S･K･I 
エスケー化研 
Edgecrossコンソーシアム 
　※Empress Software Japan
　※オムロン
　※サトー
　※日本電技
　※日本ストラタステクノロジー
　※ブレインズテクノロジー
　※三菱電機
　※リコーインダストリアル
　　　ソリューションズ
　※トレンドマイクロ
　※NTN
　※アンリツ
　※ソフトウェア・エー・ジー
　※アマゾンウェブサービスジャパン
　※パトライト
　※HPCシステムズ
NSKエンジニアリング 
NOK 
NOKクリューバー 
エヌテック 
NPC 
エヌワイビー 
荏原計器製作所 
荏原実業 
エフ･エム･アイ 
FYH 
エマー自動機 
エム･アンド･イー 
　※ユアサ商事
エムエスティ 
MMP 
エム･エルエンジニアリング 
エムテートリマツ 
エムラ販売 
エラブジャパン 
エルフォルグ 
Lプロム 
エレポン化工機 
　※FLUX-GERATE
遠藤商事 
オオイ金属 
OMC 
大川原製作所 
オークラ輸送機 
大河内 
大阪サニタリー 
大阪シーリング印刷 
大鹿印刷所 
大竹麺機 
大野ナイフ製作所 
オーブ･テック 
大道産業 
大宮高圧 
大森機械工業 
小川コンベヤ 
オクイ 
奥谷金網製作所 
奥村機械製作 
オサ機械 
　※ゼネラルパッカー
　※三和プラス
　※生産日本社
　※第一包装機製作所
押尾産業 
オシキリ 
オツカ工業 
小野商事 
オプテックス･エフエー 
オムロンフィールド
　エンジニアリング  
オリヒロ 
オンデマンド研究所 

ガードナー 
貝印カミソリ 
カウゼル 
鹿島化学金属 
カジワラ 
カジワラキッチンサプライ 
春日電機 
KAZEN WLD 
片岡製作所 
型久堂 

兼松KGK 
鎌倉製作所 
鎌田機械製作所 
蒲田工業 
カミナシ 
上根精機工業 
川口精機 
カワサキ機工 
川島製作所 
川島鉄工所 
川瀬製作所 
　※アステック
川西 
環境機器 
　※ペストビジョンソリューションズ
関東混合機工業 
　※YE DIGITAL
カントー 
カンブライト 
キーエンス 
機械振興協会 技術研究所 
　※前田技術士経営研究所
　※ポールスタア
　※旭製菓
　※ハイメックス
　※キソー工業
　※神奈川県立産業技術総合
　　　研究所
紀州技研工業 
機設 
キソー工業 
北沢産業 
北村製作所 
木原製作所 
キムラシール 
キャディ 
キャニオン 
キューケン 
久電舎 
共栄エンジニアリング 
共信冷熱 
協全商事 
　※みすずコーポレーション
KyoDo 
京町産業車輌 
共立物流システム 
共立プラント工業 
共和 
共和機械 
協和工業 
協和ステンレス 
協和電機 
キョーワ 
キョーワクリーン 
清本鉄工 
ギリア 
桐山工業 
キリンエンジニアリング 
クイック･ロック･ジャパン 
Quiny 
国立 
クボタ 
クメタ製作所 
グラコ 
グリーンテックジャパン 
グリーンプラス 
クリーンレーザージャパン 
クレオ 
グローエンジニアリング 
Closer 
GEA ジャパン 
　※ユーロ・ジャパンマシナリー
ケイエルプラント 
　※森本組
ケイズベルテック 
KE･OSマシナリー 
ケツト科学研究所 
ケミカル山本 
ケルヒャージャパン 
光研 
弘進ゴム 
光伸舎 
興南設計 
光陽機械製作所 
ゴーダ水処理技研 
ゴールドウイン 
コーレンス 
　※エンウェーブ コーポレーション
　※エレアテクノロジー
　※バルターベルク キール
　※ウザーマック
　※テクノアイス
　※エックスネクスト
　※ピーピーエム テクノロジーズ
　　　ホールディングス
　※レブテック プロセス システムズ
コーンズ テクノロジー 
コガサン 
コジマ技研工業 
コトヒラ工業 
コネクテッドロボティクス 

コバード 
小花製作所 
コフロック 
コペリオン 
コマジャパン 
コマック 
コマツ製作所 
小嶺機械 
コメットカトウ 
五洋工業 
コンテックフォーユー 
　※インテック
コンバム 

サーヴォ 
サーフテクノロジー 
　※YMM
サイエナジー 
蔵王産業 
坂井機械製作所 
サタケ 
佐藤計量器製作所 
佐藤工業 
サトー 
サトーパーツ 
サニー･トレーディング 
さぬき麺機 
　※さぬき麺機東京販売
サマック 
サミー 
サムソン 
サラヤ 
三旺 
三協 
三共空調 
三共冷熱 
三幸機械 
三光機械 
三光製作所 
サンシン 
サンステーションシステムズ 
サン精機 
サンテツ技研 
三能ジャパン食品器具 
サン･プラント工業 
三宝産業 
三丸機械工業 
サンユー印刷 
三洋グラビア 
山洋電気 
三立機器 
サンロード 
三和建設 
三和工機 
三和厨理工業 
三和ハイドロテック 
シー･エス･シー 
　※日本エスケイエフ
GS1 Japan
　（流通システム開発センター） 
C.M.システムズ 
COC 
CKD 
シービーエム 
シール栄登 
シール工業 
JET 
　※トランセンド
　※永進テクノ
JFEテクノリサーチ 
JMCP 
JTG 
Jバイオフードリサイクル 
ジェイピーネクスト 
ジェピック 
四国化工機 
システムスクエア 
七洋製作所 
品川工業所 
澁谷工業 
　※シブヤ精機
清水建設 
ジャパンエコテック 
ジャパンシステム 
　※エムケー精工
シュメアザール 
JAW FENG MACHINERY 
ショウワ 
昭和システムサービス 
昭和電機 
昭和フェニックス工業 
食品施設イノベーション
　研究グループ 
　※キューケン
　※旭日建設
　※クォードコーポレーション
　※クレオ
　※シーエムエス
　※東京システムリサーチ
　※日軽パネルシステム

　※ニッコクソフト
　※富士電機ITソリューション
　※イビケン
　※ユニフロー
　※食品施設計画研究所
　※三晃金属工業
シルバーソン ニッポン 
シロキコーポレーション 
　※ミラクール
新エフエイコム 
　※ビジョンナビロボティクスジャパン
SINKPIA･JAPAN 
シンセメック 
　※旭川計量機
新宅工業 
新東工業 
新日本ウエックス 
シンフォニージャパン 
シンメイ 
スガツネ工業 
スギコ産業 
　※杉山工業
スギノマシン 
スギヤス 
スコットプランニング 
スズキ機工 
鈴木製作所 
スズキ麺工 
鈴茂器工 
鈴与工業 
鈴与ソリューションズ 
スター精機 
ストーブリ 
ストラパック 
スパイスキューブ 
スプレーイングシステムスジャパン 
スペーシア 
スマートハンドレッド 
スマショク 
住商グローバル･ロジスティクス 
住商モンブラン 
スリーハイ 
西華産業 
　※日栄インテック
成光産業 
精電舎電子工業 
西部技研 
セギジャパン 
ゼノア環境装置 
セムコーポレーション 
セルカム 
ソーキナカタ 
　※三共技研
ソルトン 
　※アイコテック

第一工業 
第一包装機製作所 
大栄 THA 
タイガーカワシマ 
タイキ 
大紀産業 
大喜産業 
　※シンテック
ダイキン工業 
　※ダイキンアプライドシステムズ
　※日本無機
ダイケン 
大神 
大成建設 
大成ファインケミカル 
大成ラミック 
ダイソン 
大同メタル工業 
ダイドー 
大日ハンソー 
ダイヤ冷ケース 
大有 
大洋アレスコ 
太陽誘電ケミカルテクノロジー 
ダイワアドテック 
大和ハウス工業 
高井製作所 
タカギ冷機 
高砂 
高千穂精機 
多賀電気 
タカハシ 
高橋ベルト 
タカミ 
タカヤ 
タカラ 
滝川工業 
タキゲン製造 
匠技研 
竹内食品機械 
たけでん 
たけびし 
　※チトセロボティクス
　※エクサウィザーズ

た

さ

か

あ

出展社一覧 （社名50音順、※印は共同出展）
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　※Rist
　※ジェイ･シー･シー
　※武蔵エンジニアリング
　※B&R
　※クボ
　※ARK
立花エレテック 
タテックス 
田中機工 
タニコー 
谷沢菓機工業 
玉ジロー 
チップトン 
千葉工業所 
中央理化 
中設エンジ 
中部機械刃物 
中部テクノ 
　※ステリルエアージャパン
中部包装食品機械工業会 
彫刻プラスト 
千代田金属工業 
TSUNG HSING FOOD
　MACHINERY 
ツカコム 
ツカサ工業 
塚本鑛吉商店 
椿本興業 
椿本チエイン 
　※ツバキ山久チエイン
　※椿本メイフラン
THK 
ティービーエム 
TBグローバルテクノロジーズ 
ティエスケイテクノ 
テイエルブイ 
帝人フロンティア 
テイスティ 
デイブレイク 
データ・デザイン 
テクニカ 
テクニカン 
テクノクラシー 
テクノリサーチ 
テスコム 
テックサス 
TechMagic 
TESSHA 
デナリ 
Tebiki 
寺岡精工 
寺田製作所 
テラダ･トレーディング 
テラモト･エンジニアリング 
デンソーウェーブ 
テンチ産業 
東亜交易 
東亜工業 
　※伸和食品
東海リザーブ 
東京計装 
東京施設工業 
東京自働機械製作所 
東京食品機械 
Tokyo Dynamics 
東芝ライテック 
東製 
東明テック 
東陽機械製作所 
東洋スクリーン工業 
東洋ハイテック 
東洋リントフリー 
トーステ 
TOSEI 
トーセー工業 
トーヨー 
トーヨーパッケン 
徳尾商事 
徳寿工作所 
戸倉商事 
DOT＆LINE 
トパック 
トミー精工 
トムラソーティング 
巴工業 
豊工 
　※豊和技工
トヨックス 
トラスト･テクノロジー 
ドリコ 
ドリマックス 
トルネックス 
　※フマキラー･トータルシステム

ナオミ 
直本工業 
中井機械工業 
ナカキン 
　※オーエヌ工業
長沢機械製作所 

長瀬産業 
ナカテック 
中西製作所 
長沼製作所 
　※ASTINA
中村製粉 
　※ハナオカ
NASCO 
七島屋エンジニアリング 
鍋屋バイテック会社 
奈良機械製作所 
ナラサキ産業 
南海精工所 
なんつね 
ナンバ 
二樹エレクトロニクス 
　※サニコン
　※アクリート
ニクニ 
西九州メディア 
　※Okayo Japan
西田 
西原製作所 
　※シーエンス
西村機械製作所 
日伝 
日仏商事 
ニチモウ 
　※大英技研
　※ソーエー
　※ビブン
　※タツノ
　※ファナック
　※タダシ製作所
　※アトミクス
　※イーシステム
ニチラク機械 
ニッカ電測 
ニッコー 
日清エンジニアリング 
日進ゴム 
ニッタ 
日東イシダ 
日東金属工業 
日東工器 
ニップンエンジニアリング 
日本アキュムレータ 
日本ジッコウ 
　※JERコンクリート補改修協会
日本製紙クレシア 
日本ブッシュ 
日本ベルティング 
　※ベルンドルフ･バンド
日本エアーテック 
日本エイ・ヴィー・シー 
日本エマソン 
日本環境科学研究所 
日本キャリア工業 
日本工業刃物 
日本施設 
日本食糧新聞社 
日本製衡所 
日本製パン製菓機械工業会 
日本TNA 
日本テクノロジーソリューション 
日本テトラパック 
日本動熱機製作所 
日本熱源システム 
日本ハイコム 
日本ピスコ 
日本フィルトレーション
　グループ 
　※Global Filter
日本プレハブ冷熱 
日本プロトン 
日本包装機械工業会 
日本包装リース 
日本ポリスター 
日本マグネティックス 
ニューマインド 
ネクスト 
　※カリフ・ジャポン
ノードソン 
ノブタ農機 
のむら産業 

バーテック 
ハイエレコン 
パイオニア風力機 
　※サン･エンジニアリング
ハイテック 
パウレック 
　※グリコ栄養食品
ハクラ精機 
橋田機工 
パシフィックソーワ 
　※大平洋特殊鋳造
長谷川化学工業 
ハセッパー技研 
PACRAFT 

服部製作所 
花木工業 
花塚製作所 
ハバジット日本 
馬場鐵工所 
　※高松機械工業
　※双日マシナリー
ハピクロ 
ハヤシレピック 
原田産業 （大阪） 
原田産業 （埼玉） 
バルコム 
バンガードエンタープライズ
　※日本アレックス 
パンドウイット
　コーポレーション 
バンドー化学 
　※バンドー・I・C・S
ハンマーキャスター 
ビーエム昌和 
ピーエムティー 
ピオニーコーポレーション 
ビオメンテナンス 
ヒガシモトキカイ 
光 伝導機 
日阪製作所 
　※マイクロゼロ
　※小松川化工機
微酸研 
日立産機システム 
　※日立製作所
　※日立グローバルライフソリューションズ
　※日立プラントサービス
日立造船 
ビデオジェット 
　※ユニック産業
　※コグネックス
ピュアテック 
ヒューエンス 
ビュルケルトジャパン 
平井カンパニー 
平野製作所 
平山製作所 
ファインテック 
Found Four 
　※エナージーパルスシステムズ
　※オキシテック
　※ディーシーノリス
　※アールエフシステムズ
　※アイルタック
　※オイルシェフ
　※ウレッシュ
　※コクティオ
　※エリプス
ファグ･コーポレーション 
ファクシム 
ファナック 
フィッシュカッター
　ツネザワ商事 
フィレスタ販売 
FingerVision 
フォルボ･ジークリング･ジャパン 
フクザワ･オーダー農機 
フクシマガリレイ 
　※タカハシガリレイ
　※ガリレイパネルクリエイト
　※ショウケンガリレイ
フクチ産業 
フクビ化学工業 
フジ 
フジイ機械製作所 
富士インパルス 
フジキカイ 
フジキン 
富士工業所 
フジサワ･マルゼン 
　※マルゼン
フジシステム 
冨士島工機 
不二商会 
不二精機 
冨士製作所 
藤田デバイス 
フジトク 
　※PENTAIR SÜDMO
フジマック 
藤本油化 
フジヤマパックシステム 
不二レーベル 
フジワラテクノアート 
不双産業 
　※友和産業
フタバ 
伏虎金属工業 
フツパー 
プライミクス 
ブラザーインダストリアル
　プリンティング 
　※ブラザー販売
プラスワンテクノ 
ブリヂストン 
　※アセントロボティクス

は

古川機工 
古川製作所 
　※ハイパック
　※シンワ機械
フルタ電機 
ブレイン 
フレンドマイクローブ 
フロイント･ターボ 
フロンティア
　エンジニアリング 
粉研パウテックス 
ブンシジャパン 
兵神装備 
平和リーシング 
　※鋳物屋
ベッコフオートメーション 
ヘラマンタイトン 
ホーコス 
ボールウェーブ 
ホクエツ （神奈川） 
ホクエツ （新潟） 
ホクショー 
ホシザキ 
細田工業 
ホッティーポリマー 
ポポロプラント 
本州リーム 
　※アイエンス
　※ライオンハイジーン
本多交易 

マイコック産業 
マイセック 
前川製作所 
マエカワユニフォーム 
前田シェルサービス 
前田商店 
マキー･エンジニアリング 
槇野産業 
正城機械 
　※コトブキベーキングマシン
増幸産業 
マスターマインド 
マスダックマシナリー 
マゼラー 
マックス 
松田機械工業 
松山丸三 
マトヤ技研工業 
真鍋工業 
丸井工業 
マルカ 
　※アルプラス
　※管製作所
　※型久堂
　※カワグレ
　※マキテック
　※クリエイションデバイス
　※エム・アイ・ケー
　※菱和
丸善 
丸善化工 
丸八 
マルホ発條工業 
マルヤス機械 
三浦工業 
三木プーリ 
　※東京メータ
ミクロ電子 
三鈴工機 
三鈴工業 
水総研 
三橋製作所 
三菱ケミカルエンジニアリング 
三菱重工冷熱 
　※三菱ロジスネクスト
　※三菱重工交通・建設
　　　エンジニアリング
三菱電機 
　※三菱電機冷熱プラント
三星工業 
三ツ星ベルト 
ミドリ安全 
ミナミ産業 
ミネベアインテック 
ミヤワキ 
ミューテック35 
武蔵エンジニアリング 
武蔵商会 
ムラコシ  
明治機械 
　※不二輸送機工業
　※近江度量衡
メイワ 
明和工業 
メカナイズ 
メスナージャパン 
モキ製作所 
モスカ･ジャパン 
森川フードマシン 
モレーンコーポレーション 

矢崎化工 
矢島精工 
　※大倉製作所
　※坂井工業
八洲貿易 
安川電機 
　※アイキューブデジタル
　※FAMS
ヤスダファインテ 
安原環境テクノロジー 
ヤナギヤ 
山崎金属産業 
山崎産業 
山善 
山田製作所 
大和製衡 
ヤマハファインテック 
山本ビニター 
ユーキ 
ユーシン精機 
ユーテクノロジー 
　※アイエスエス
豊製作所 
　※マシン小谷
ユニオンケミカー 
ユニテール 
ユニバーサル工業 
ユニバーサルロボット 
ユニバック 
ユニパルス 
ユニフィード
　エンジニアリング 
Unifiller Japan 
ユメールMJP 
横崎製作所 
横浜油脂工業 
吉泉産業 
ヨシダキカイ 
ヨシタケ 
米田工機 

ライオンハイジーン 
Lightblue Technology 
ライボルト 
ラスカム 
ラディクス 
ランズワーク 
理化工業 
Regnio 
リッケン 
　※朝日加工
　※マルティーポンプ
　　　コンサルタント
　※サーモテック
リベット 
　※アイ･エス
菱豊フリーズシステムズ 
リングトレーディング 
ルーツ機械研究所 
　※きた産業
ルーツ貿易 
ルブテック 
レオン自動機 
　※ホシノ天然酵母パン種
レッドアンドイエロー 
ローゼック 
LOZI 
ロスゼロ 
ロビット 
ロボカル 
Robots Town 

ワークソリューション 
ワールド工業 
ワールドスケール 
ワールド精機 
ワコウ 
ワコーパレット 
和田技研 
ワタナベ 
　※サトー技研
渡辺工業所 
渡辺精機 
ワタナベフードソリューション 
ワタナベフーマック 
　※小野食品機械
　※秋山機械
ワム･システム･デザイン 

日本食品工学会 
農業施設学会 
農業食料工学会 

な

ら

や

わ

【主催者企画】学会

ま
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会場全体図

インフォメーション

登録所 クローク ＋ 救護室

喫煙所

【ホール別 展示分野】

東4 東5 東6

東4 東5 東6

東4 東5 東6

東1 東2 東3

東4

東1 東2 東3

東2 東3

東6

東8

東1 東2 東3 東4

東5 東6 東7

東1 東2 東3 東4

東5 東6 東7

東1 東2 東3

東7 東8

東7情報サービス・団体
東7スタートアップゾーン

コンサルタント・特許

設備機器・技術・部品

環境対策・省エネ・リサイクル

衛生対策・管理

東8

東1 東2 東3 東4

東5 東6 東7

東1 東2 東3

東1 東2 東3

東7 東8計測・分析・検査

保管・搬送・移動

包装・充填

鮮度管理・品質保持

豆腐

農産物

飲料・乳製品

惣菜・調理食品

麺類

食肉・水産物

菓子・パン

原料処理

東2 東3 東6

東7 東8ロボット・IT・IoT・フードテック

東4 東5 東6

東4 東5 東6エンジニアリング

その他食品

発酵・醸造

特設飲食スペース
「FOOMA東京バル」

りんかい線
国際展示場駅

ゆりかもめ
東京ビッグサイト駅

水上バス

エントランス
ホール

エントランス
プラザ

イベント
プラザ

会議棟

2F

会議棟

6F

会議棟

1F

入口

【会議棟1F】
6/7（水）
　FOOMAビジネスフォーラム
6/8（木）
　フードテックセッション

＋

東8ホール

東2
ホール

東3
ホール

東6
ホール

東7
ホール

東5
ホール

東4
ホール

東展示棟

1F

東展示棟 ガレリア

入口無料シャトルバス
乗り場

「運行時間」
6/6（火）～6/8（木）
　9:30～16:00
6/9（金）
　9:30～15:00

【東5ホール入口 口頭発表会場】
6/6（火）～9（金） アカデミックプラザ2023口頭発表
6/6（火） 機関誌「ふーま」連載企画 テーブルトーク公開取材
6/7（水） 海外市場セミナー

アカデミックプラザ2023 ポスターセッション

第2回FOOMAアワード
2023コーナー

FOOMAアプリ限定
ドリンク引換コーナー

安全衛生設計コーナー

経営支援・輸出相談（補助金活用）コーナー

東1
ホール

無料シャトルバス
乗り場

階段で1Fヘ

「運行時間」
6/6（火）～6/8（木）16:00～20:00
6/9（金）15:00～17:00　

6/7（水）～9（金）
出展社プレゼンテーションセミナー

北コンコース

東展示棟

会議棟

東展示棟

2F

スタートアップ
ゾーン

東京都江東区と東京都江東区と
東京諸島の味が集結！東京諸島の味が集結！
東京都江東区と

東京諸島の味が集結！

【会議棟6F】
6/7（水）～9（金）
　出展社プレゼンテーションセミナー
6/6（火）
　日本食品工学会フォーラム2023
6/6（火）
　農業施設学会シンポジウム
6/7（水）
　GFSI／EHEDG セミナー
6/7（水）
　来場者参加型企画　
　食品製造ライン自動化
　推進プロジェクト
6/8（木）
　美味技術学会シンポジウム
6/9（金）
　農業食料工学会シンポジウム
　フードテクノロジー（フーテック）
　フォーラム
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東京都江東区と
東京諸島の味が集結！



お問い合わせ先 FOOMA JAPAN 運営事務局

6 4 7火 金

次回の
ご案内

https://www.foomajapan.jp

森林の環境や地域社会に配慮
して作られた製品、FSC®認証
紙を使用しています。




